
一

は
じ
め
に

　

歴
史
上
の
人
物
と
植
物
の
か
か
わ
り
を
調
べ
る
時
、
僧
侶
に
植
物

伝
説
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。

　

た
と
え
ば
、
行
基
を
甲
州
葡
萄
の
発
見
・
栽
培
者
と
す
る
話
、
空

海
が
麦
の
種
を
、
足
を
裂
い
て
隠
し
入
れ
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
話
、

親
鸞
の
片
葉
の
葦
（
葉
を
一
方
に
の
み
つ
け
る
葦
）
が
、
今
も
居こ

多た

神
社
（
上
越
市
）
に
群
生
す
る
話
、
円
爾
が
茶
の
実
を
宋
か
ら
持
ち

帰
り
、
生
誕
地
（
静
岡
市
）
に
蒔
い
た
話
、
日
蓮
が
清
澄
寺
（
鴨
川

市
）
で
激
し
い
修
行
後
に
吐
血
し
、
今
も
そ
の
場
所
に
黒
い
斑
入
り

（
飛
び
散
っ
た
血
の
跡
）
の
笹
が
生
え
る
話
、
等
海
上
人
が
王
禅
寺

（
川
崎
市
）
の
山
中
で
甘
柿
を
発
見
し
、
村
人
に
接
ぎ
木
で
栽
培
さ
せ

た
話
、
元
政
上
人
が
、
病
の
時
は
竹
の
香
を
嗅
ぎ
葉
の
そ
よ
ぎ
を
聞

い
て
お
れ
ば
必
ず
治
る
と
言
っ
た
話
な
ど
が
あ
る
。

　

中
で
も
多
い
の
が
「
お
手
植
え
伝
説
」
で
、
高
僧
が
何
ら
か
の
木

を
植
え
た
話
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
ら
が
植
え
た
と
伝
わ
る
樹
齢
何

百
年
も
の
木
が
、
日
本
各
地
に
生
育
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
お
手
植
え
伝
説
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た（

（
（

。
高
僧
、
植

物
、
伝
説
は
個
別
に
研
究
さ
れ
、
各
々
の
研
究
成
果
は
厖
大
に
蓄
積

さ
れ
て
い
る
が
、
高
僧
と
植
物
と
伝
説
を
結
び
付
け
た
研
究
は
見
ら

れ
な
い（

（
（

。

　

本
稿
は
、
全
国
を
対
象
に
古
代
か
ら
近
世
の
高
僧
が
植
え
た
と
伝

わ
る
樹
木
の
事
例
を
集
め
、
い
つ
、
誰
が
、
何
の
木
を
、
ど
こ
に
、

な
ぜ
植
え
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
を
調
査
し
、
高
僧
と
樹
木
の
関

係
を
明
ら
か
に
す
る（

（
（

。
部
　
矢
　
祥
　
子

木
を
植
え
た
高
僧
た
ち
の
伝
説

　
　
　
い
つ
、
ど
こ
に
、
何
の
木
を
、
な
ぜ
植
え
た
の
か
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高
僧
の
お
手
植
え
伝
説
と
そ
の
樹
木
は
、『
日
本
伝
説
大
系
』（
み

ず
う
み
書
房
、
一
九
八
二
年
）
を
は
じ
め
諸
文
献（

（
（

、
及
び
各
寺
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
樹
木
の
前
に
掲
げ
ら

れ
た
高
札
・
案
内
板
の
記
述
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
に
拠
り
収

集
し
た
。一

、
お
手
植
え
伝
説
は
ど
の
人
物
に
ま
で
遡
る
か

　

伝
説
上
初
め
て
お
手
植
え
を
し
た
の
は
誰
か

　

お
手
植
え
伝
説
を
、
高
僧
に
限
定
せ
ず
調
べ
て
見
る
と
、
聖
徳
太

子
（
五
七
四
―
六
二
二
）
に
五
つ
の
伝
説
が
あ
る
。
彼
が
植
え
た
と

伝
わ
る
樹
木
と
、
そ
の
木
が
あ
る
場
所
を
記
す
と
、
①
サ
ク
ラ
（
世

尊
寺
、
奈
良
県
大
淀
町
）、
②
マ
ツ
（
府
南
寺
、
三
重
県
鈴
鹿
市
）（
妙

安
寺
、
茨
城
県
坂
東
市
）、
③
ハ
ナ
ノ
キ
（
長
光
寺
、
滋
賀
県
近
江
八

幡
市
）、
④
ウ
メ
（
正
法
寺
、
愛
知
県
豊
川
市
）
で
あ
る
。

　

植
え
た
木
は
四
種
。
場
所
は
五
か
所
で
、
い
ず
れ
も
聖
徳
太
子
創

建
の
寺
と
さ
れ
る
。
③
の
ハ
ナ
ノ
キ
は
、
寺
建
立
の
証
と
し
て
植
え

た
と
伝
わ
る（

（
（

。

　

遡
っ
て
、
神
武
天
皇
（
前
七
一
一
―
前
五
八
五
）
は
、
①
イ
チ
ョ

ウ
（
宮
浦
宮
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
）、
②
ビ
ャ
ク
シ
ン
（
枚
岡
神
社
、

大
阪
府
東
大
阪
市
）、
③
ケ
ヤ
キ
（
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
）、
④
ス

ギ
（
櫻
實
神
社
、
奈
良
県
宇
陀
市
）
を
植
え
た
と
伝
わ
る
。

　

神
武
天
皇
の
植
樹
は
、
東
征
伝
説
に
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

①
は
、
天
皇
が
仮
住
ま
い
を
し
て
い
た
地
で
、
イ
チ
ョ
ウ
は
東
征
出

発
時
に
植
え
た
と
伝
わ
り
、
②
は
、
国
土
平
定
を
目
指
し
て
日
向
国

か
ら
来
た
彼
が
、
当
社
の
背
後
に
あ
る
生
駒
山
を
越
え
て
大
和
国
へ

向
か
い
、
③
の
吉
野
は
、
途
中
で
立
ち
寄
っ
た
地
。
④
は
、
大
和
で

の
戦
い
に
際
し
て
陣
を
張
っ
た
地
で
、
ス
ギ
は
戦
い
の
勝
利
を
祈
念

し
て
植
え
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
遡
り
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
植
え
た
と
伝
わ
る
ス
ギ
（
八

坂
神
社
、
高
知
県
大
豊
町
）
が
あ
る
。
樹
齢
三
千
年
と
さ
れ
、
神
社

境
内
の
ス
ギ
の
中
で
は
日
本
一
で
あ
る
。
当
社
の
祭
神
は
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
。
彼
は
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
の
子

で
あ
る
。

　

上
記
か
ら
、
伝
説
上
初
め
て
お
手
植
え
を
し
た
の
は
ス
サ
ノ
オ
ノ

ミ
コ
ト
、
次
い
で
神
武
天
皇
と
判
明
し
た（

（
（

。

来
日
僧
た
ち
の
お
手
植
え
伝
説

　

日
本
の
高
僧
の
お
手
植
え
を
考
察
す
る
上
で
、
来
日
僧
の
伝
説
も

見
過
ご
せ
な
い
。
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鎌
倉
市
に
蘭
渓
道
隆
（
一
二
一
三
―
七
八
）
お
手
植
え
の
①
イ
チ
ョ

ウ
（
常
楽
寺
）
と
②
ビ
ャ
ク
シ
ン
（
建
長
寺
）
が
あ
る
。
彼
は
寛
元

四
（
一
二
四
六
）
年
に
南
宋
か
ら
来
日
。
北
条
時
頼
に
鎌
倉
へ
招
か

れ
、
①
の
常
楽
寺
の
住
持
を
務
め
、
②
の
建
長
寺
を
開
山
し
た
。
ビ
ャ

ク
シ
ン
は
、
彼
が
宋
か
ら
持
参
し
た
種
を
植
え
た
も
の
と
伝
わ
る
。

円
覚
寺
に
は
、
無
学
祖
元
（
一
二
二
六
―
八
六
）
が
植
え
た
と
伝
わ

る
ビ
ャ
ク
シ
ン
が
あ
る
。
彼
は
、
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
に
北
条

時
宗
の
招
き
で
南
宋
か
ら
来
日
し
、
円
覚
寺
を
開
山
し
た
。

　

ま
た
宇
治
市
の
萬
福
寺
に
、
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二
―
一
六
七
三
）

が
植
え
た
と
伝
わ
る
チ
ャ
ン
チ
ン
が
あ
る
。
彼
は
承
応
三
（
一
六
五

四
）
年
に
中
国
福
建
省
か
ら
来
日
。
萬
福
寺
を
開
山
し
黄
檗
宗
の
祖

と
な
っ
た
。
チ
ャ
ン
チ
ン
は
、
彼
が
中
国
か
ら
持
参
し
て
植
え
た
と

伝
わ
る
。

　

こ
の
三
者
は
禅
僧
で
、
木
を
開
山
の
禅
寺
に
植
え
た
。
イ
チ
ョ
ウ

と
チ
ャ
ン
チ
ン
は
中
国
原
産
の
木
。
蘭
渓
道
隆
は
ビ
ャ
ク
シ
ン
、
隠

元
隆
琦
は
チ
ャ
ン
チ
ン
を
中
国
か
ら
持
参
し
て
植
え
た
と
伝
わ
る
。

ビ
ャ
ク
シ
ン
は
、
禅
の
教
え
（
泰
然
自
若
＝
落
ち
着
い
て
物
事
に
動

じ
な
い
）
が
ビ
ャ
ク
シ
ン
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
成
長
に
通
じ
る
た
め
、

宋
風
の
前
庭
様
式
を
踏
襲
し
て
禅
寺
の
前せ

ん

栽ざ
い

に
植
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
お
手
植
え
伝
説
か
ら
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
来
日
僧
が
、
我
が

国
の
寺
院
に
樹
木
の
苗
や
種
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（
（

。

二
、
各
時
代
の
高
僧
と
お
手
植
え
樹
木

　

こ
こ
で
は
、
お
手
植
え
伝
説
を
持
つ
高
僧
と
樹
木
を
紹
介
す
る
。

時
代
を
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初

期
、
鎌
倉
時
代
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
、
室
町
時
代
、
安
土
桃

山
・
江
戸
時
代
に
分
け
、
高
僧
名
・
生
没
年
・
出
身
地
・
宗
派
、
北

か
ら
都
府
県
順
に
樹
木
名
（
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
）
と
そ
の
木
が
生
育

し
て
い
る
場
所
・
住
所
（
都
府
県
、
市
町
村
名
）
を
記
し
、
各
々
の

高
僧
と
樹
木
、
そ
の
場
所
の
関
係
を
解
説
文
に
ま
と
め
る
。

︿
飛
鳥
・
奈
良
時
代
﹀

　

行
基
（
六
六
八
―
七
四
九
）
大
阪
府
、
法
相
宗

　
　

�

①
イ
チ
ョ
ウ
（
千
葉
寺
、
千
葉
市
）（
光
圓
寺
、
東
京
都
小
石
川
）

（
飛
騨
国
分
寺
、
岐
阜
県
高
山
市
）、
②
ス
ギ
（
大
光
寺
、
静
岡

県
春
野
町
）、
③
イ
ヌ
マ
キ
（
法
蔵
寺
、
愛
知
県
岡
崎
市
）、
④

マ
ツ
（
八
坂
寺
＝
鯖
大
師
本
坊
、
徳
島
県
海
陽
町
）、
⑤
ソ
テ
ツ

（
誓
願
寺
、
香
川
県
小
豆
島
町
）、
⑥
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
（
盛
景
寺
、

愛
媛
県
伊
予
市
）、
⑦
ナ
ギ
（
舎
利
蔵
自
然
林
＝
勝
宝
寺
跡
、
福
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岡
県
富
津
市
）、
⑧
ク
ス
ノ
キ
（
諫
早
神
社
、
長
崎
県
諫
早
市
）

　

行
基
の
お
手
植
え
樹
木
が
一
〇
か
所
に
八
種
あ
る
こ
と
は
、
彼
が

聖
武
天
皇
か
ら
東
大
寺
大
仏
造
立
の
協
力
を
依
頼
さ
れ
、
勧
進
の
た

め
全
国
を
行
脚
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
行
基
開
基
の
伝

承
を
持
つ
寺
が
全
国
に
約
六
百
寺
あ
る
と
い
う（

（
（

が
、
右
記
の
寺
は
い

ず
れ
も
行
基
が
開
い
た
と
伝
わ
る
寺
で
あ
る
。

　

①
の
千
葉
寺
は
和
同
二
（
七
〇
九
）
年
、
飛
騨
国
分
寺
は
天
平
一

八
（
七
四
六
）
年
、
②
の
大
光
寺
は
養
老
二
（
七
一
八
）
年
の
創
建

で
あ
る
。
③
の
法
蔵
寺
は
現
在
、
浄
土
宗
の
寺
だ
が
、
行
基
が
法
相

宗
の
出
生
寺
と
し
て
創
建
し
、
平
安
時
代
に
空
海
の
来
訪
に
よ
り
真

言
宗
と
な
り
、
南
北
朝
時
代
に
浄
土
宗
に
改
宗
さ
れ
た
経
緯
を
持
つ
。

イ
ヌ
マ
キ
は
、
行
基
が
寺
創
建
時
に
植
え
た
と
伝
わ
る
。

　

④
は
、
当
地
を
訪
れ
た
空
海
が
こ
の
マ
ツ
の
下
で
野
宿
し
、
行
基

の
夢
を
見
た
と
伝
わ
る
。
⑤
の
ソ
テ
ツ
は
雌
株
。
⑥
の
ボ
ダ
イ
ジ
ュ

は
、
天
平
一
三
年
の
四
国
巡
錫
中
、
当
地
の
人
々
を
教
化
し
た
際
に

植
え
た
と
伝
わ
る
。
⑦
の
舎
利
蔵
自
然
林
と
は
、
舎
利
蔵
に
広
が
っ

て
い
る
森
の
こ
と
。
養
老
二
年
に
行
基
が
勝
宝
寺
を
創
建
し
て
仏
舎

利
を
納
め
、
ナ
ギ
を
植
え
た
と
伝
わ
る
。
現
在
ナ
ギ
は
五
本
あ
る
。

⑧
の
ク
ス
ノ
キ
六
本
は
「
諫
早
神
社
の
ク
ス
群
」
と
さ
れ
、
う
ち
一

本
は
御
神
木
。

　

泰
澄
（
六
八
二
―
七
六
七
）
福
井
県
、
修
験
道

　
　

�

①
ト
チ
ノ
キ
（
越
知
神
社
、
福
井
県
越
前
市
）、
②
ス
ギ
（
平
泉

寺
白
山
神
社
、
福
井
県
平
泉
寺
町
）（
横
根
寺
、
福
井
県
横
根
町
）

　

泰
澄
は
一
四
歳
で
出
家
。
故
郷
の
越
知
山
に
籠
っ
て
修
行
し
、
養

老
元
（
七
一
七
）
年
に
白
山
を
開
い
た
。
上
記
の
寺
社
の
創
建
は
泰

澄
。
①
②
の
神
社
の
ト
チ
ノ
キ
と
ス
ギ
は
御
神
木
。
②
の
白
山
神
社

の
三
つ
又
に
な
っ
た
ス
ギ
の
幹
は
、
白
山
三
社
を
表
し
て
い
る
と
さ

れ
る
。
横
根
寺
の
ス
ギ
は
、
寺
建
立
時
に
植
え
た
と
伝
わ
る
。
二
本

の
杉
が
鳥
居
の
よ
う
な
姿
に
な
り
山
門
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

良
弁
（
六
八
九
―
七
七
四
）
神
奈
川
県
ま
た
は
滋
賀
県
、
華
厳
宗

　
　

ス
ギ
（
金
勝
寺
、
滋
賀
県
栗
東
市
）

　

良
弁
は
、
奈
良
大
仏
で
知
ら
れ
る
東
大
寺
を
開
山
し
た
。
幼
い
時
、

大
鷲
に
攫
わ
れ
東
大
寺
二
月
堂
の
杉
の
樹
上
に
運
ば
れ
て
い
た
の
を

義
淵
に
助
け
ら
れ
養
育
さ
れ
た
こ
と
は
、
能
や
歌
舞
伎
で
知
ら
れ
る

（
こ
の
杉
は
「
良
弁
杉
」
と
呼
ば
れ
二
月
堂
前
に
あ
る
）。
お
手
植
え

の
ス
ギ
が
あ
る
金
勝
寺
は
、
良
弁
が
天
平
五
（
七
三
三
）
年
に
開
基

し
た
寺
で
あ
る
。
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︿
平
安
時
代
﹀

　

最
澄
（
七
六
六
―
八
二
二
）
滋
賀
県
、
天
台
宗
の
開
祖

　
　

�

①
マ
キ
（
櫟
野
寺
、
滋
賀
県
甲
賀
町
）、
②
ス
ギ
（
高
尾
寺
跡
、

滋
賀
県
長
浜
市
）、
③
サ
ラ
ノ
キ
（
延
暦
寺
浄
土
院
、
滋
賀
県
大

津
市
）

　

最
澄
は
、
延
暦
二
三
（
八
〇
四
）
年
に
入
唐
し
、
帰
国
後
、
比
叡

山
に
天
台
宗
を
開
い
た
。
①
の
櫟
野
寺
は
、
彼
が
延
暦
寺
根
本
中
堂

の
用
材
を
求
め
て
当
地
を
訪
れ
、
櫟イ

チ
イ

の
生
木
に
十
一
面
観
音
を
彫
り

安
置
し
た
の
を
始
ま
り
と
す
る
。
マ
キ
は
こ
の
時
植
え
た
と
伝
わ
る
。

②
の
高
尾
寺
は
行
基
が
建
立
し
、
最
澄
が
再
興
し
た
。
ス
ギ
は
、
最

澄
が
再
興
時
に
作
っ
た
玉
串
（
杉
枝
を
折
り
地
面
に
挿
し
て
念
じ
た
）

が
成
長
し
た
も
の
と
伝
わ
る
。
③
の
浄
土
院
は
最
澄
の
廟
所
。
サ
ラ

ノ
キ
は
、
最
澄
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
伝
わ
る
。
ま
た
延
暦

寺
に
は
、
天
台
山
香
炉
峰
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
テ
イ
ノ
キ
（
ト

ウ
ヒ
）
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
見
ら
れ
な
い
。

　

最
仙
（
生
没
年
未
詳
）
茨
城
県
、
天
台
宗

　
　

イ
チ
ョ
ウ
（
西
蓮
寺
、
茨
城
県
行
方
市
）

　

最
仙
は
最
澄
の
高
弟
。
西
蓮
寺
は
、
最
仙
が
延
暦
元
（
七
八
二
）

年
に
開
創
し
た
。
イ
チ
ョ
ウ
二
株
は
、
乳ち

ち

を
多
く
付
け
た
雄
株
で
あ

る
。
ま
た
最
仙
に
は
、
入
唐
し
て
茶
の
種
を
持
ち
帰
り
、
故
郷
で
栽

培
を
始
め
た
伝
説
も
あ
る（

（
（

。

　

空
海
・
弘
法
大
師
（
七
七
四
―
八
三
五
）
香
川
県
、
真
言
宗
開
祖

　
　

�

①
コ
ウ
ヤ
マ
キ
（
日
光
二
荒
山
神
社
、
栃
木
県
日
光
市
）（
玉
桂

寺
、
滋
賀
県
甲
賀
市
）、
②
カ
ヤ
（
徳
星
寺
、
埼
玉
県
上
尾
市
）

（
大
興
寺
、
香
川
県
三
豊
市
）、
③
フ
ジ
（
蓮
華
院
跡
、
埼
玉
県

春
日
部
市
）（
藤
井
寺
、
徳
島
県
吉
野
川
町
）、
④
ス
ギ
（
瑞
光

寺
、
富
山
県
南
砺
市
）（
祇
園
寺
、
岡
山
県
高
梁
市
）（
浄
蓮
庵
、

徳
島
県
神
山
町
）（
極
楽
寺
、
徳
島
県
鳴
門
市
）、
⑤
ビ
ャ
ク
シ

ン
（
小
坂
公
園
＝
小
坂
観
音
院
、
長
野
県
岡
谷
市
）・
イ
ブ
キ

ビ
ャ
ク
シ
ン
（
浄
瑠
璃
寺
、
愛
媛
県
松
山
市
）、
⑥
ボ
ダ
イ
ジ
ュ

（
法
華
寺
三
田
洞
弘
法
、
岐
阜
県
岐
阜
市
）、
⑦
ク
ス
ノ
キ
（
田

光
八
幡
社
、
愛
知
県
名
古
屋
市
）（
熱
田
神
宮
、
同
上
）（
大
興

寺
、
香
川
県
三
豊
市
）、
⑧
マ
ツ
（
大
喜
寺
、
愛
知
県
名
古
屋
市
）

（
安
楽
寺
、
徳
島
県
上
板
町
）（
曼
荼
羅
寺
、
香
川
県
善
通
寺
市
）

（
延
命
寺
、
愛
媛
県
四
国
中
央
市
）（
泰
山
寺
、
愛
媛
県
今
治
市
）、

⑨
カ
エ
デ
（
延
命
寺
、
大
阪
府
河
内
長
野
市
）、
⑩
ヤ
ナ
ギ
（
大

澤
寺
、
奈
良
県
五
條
市
）、
⑪
イ
チ
ョ
ウ
（
来
迎
院
、
奈
良
県
天

川
村
）（
高
野
寺
、
島
根
県
出
雲
市
）（
地
蔵
寺
、
徳
島
県
板
野
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町
）

　

空
海
は
、
諸
国
を
行
脚
し
て
多
く
の
伝
説
を
残
し
て
お
り
、
お
手

植
え
伝
説
の
数
も
高
僧
の
中
で
最
も
多
い
。
上
記
の
う
ち
空
海
創
建

の
寺
は
、
①
玉
桂
寺
、
②
徳
星
寺
、
③
藤
井
寺
、
④
瑞
光
寺
と
祇
園

寺
、
⑥
法
華
寺
、
⑧
大
喜
寺
と
安
楽
寺
、
⑨
延
命
寺
、
⑪
高
野
寺
と

地
蔵
寺
。
再
興
の
寺
は
、
②
⑦
の
大
興
寺
で
あ
る
。
⑩
大
澤
寺
の
開

基
は
役
行
者
、
④
極
楽
寺
、
⑤
浄
瑠
璃
寺
、
⑧
曼
荼
羅
寺
と
延
命
寺

の
開
基
は
行
基
だ
が
、
再
興
は
い
ず
れ
も
空
海
と
伝
わ
る
。

　

①
の
日
光
二
荒
山
神
社
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
、
空
海
が
弘
仁
一
一
（
八

二
〇
）
年
に
二
荒
山
に
滝
尾
権
現
と
寂
光
権
現
を
祀
り
、
二
荒
山
を

改
め
日
光
山
と
命
名
し
た
際
に
植
え
た
と
伝
わ
る
。
玉
桂
寺
の
コ
ウ

ヤ
マ
キ
は
、
二
〇
年
間
の
唐
留
学
を
二
年
で
切
り
上
げ
て
帰
国
し
た

た
め
、
朝
廷
か
ら
三
年
間
入
京
を
許
さ
れ
ず
諸
国
を
巡
錫
中
に
、
寺

の
石
段
両
脇
に
一
株
ず
つ
植
え
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
唐
か
ら
持
ち

帰
っ
た
苗
で
、
聖
武
天
皇
と
皇
族
の
供
養
の
た
め
で
あ
っ
た
と
伝
わ

る
。
②
の
大
興
寺
の
カ
ヤ
は
、
種
を
植
え
た
と
伝
わ
る
。
③
の
藤
井

寺
は
、
自
身
の
厄
払
い
と
衆
生
の
安
寧
を
願
っ
て
創
建
。
フ
ジ
は
こ

の
時
植
え
た
と
伝
わ
る
。

　

④
の
祇
園
寺
の
ス
ギ
は
「
天
狗
大
杉
」
と
呼
ば
れ
、
樹
皮
を
噛
め

ば
歯
痛
が
止
む
と
言
わ
れ
て
い
る
。
浄
蓮
庵
は
、
空
海
が
修
行
の
た

め
焼
山
寺
に
向
か
う
途
中
、
仮
眠
の
夢
に
阿
弥
陀
如
来
が
出
現
。
尊

像
を
刻
み
安
置
し
た
の
が
始
ま
り
。
ス
ギ
は
こ
の
時
植
え
た
と
伝
わ

る
。
極
楽
寺
の
ス
ギ
は
、
空
海
が
当
寺
で
二
一
日
間
の
修
法
を
終
え
、

寺
の
末
永
い
守
護
を
祈
願
し
て
植
え
た
と
伝
わ
る
。「
長
命
杉
」
と
呼

ば
れ
、
木
肌
に
触
れ
る
と
長
命
を
保
ち
天
寿
を
全
う
で
き
る
と
い
う
。

　

⑤
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
は
、
当
院
を
訪
れ
衆
生
済
度
の
護
摩
供
養
を
し

た
際
に
植
え
た
と
伝
わ
り
、
⑥
の
ボ
ダ
イ
ジ
ユ
は
、
弘
仁
七
年
に
植

え
た
と
伝
わ
る
。
⑦
の
田
光
八
幡
社
は
、
熱
田
神
宮
の
遥
拝
所
。「
弘

法
七
本
楠
の
由
来
」
が
あ
り
、
巡
錫
の
空
海
が
ク
ス
ノ
キ
を
当
社
に

一
本
、
古
井
の
坂
に
一
本
、
熱
田
神
宮
に
五
本
植
え
た
と
伝
わ
る
。

熱
田
神
宮
の
ク
ス
ノ
キ
は
御
神
木
に
な
っ
て
い
る
。

　

⑧
の
大
喜
寺
の
マ
ツ
は
枯
れ
、
今
は
「
弘
法
大
師
御
手
植
松
」
の

記
念
碑
が
遺
る
。
安
楽
寺
の
マ
ツ
は
、
空
海
が
自
身
の
身
代
わ
り
に

な
っ
た
マ
ツ
を
さ
か
さ
ま
に
植
え
た
も
の
で
「
逆さ

か

松ま
つ

」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
彼
は
、
こ
の
マ
ツ
が
芽
を
出
し
栄
え
る
な
ら
、
後
に
こ
の
地

を
訪
れ
る
者
は
災
厄
を
逃
れ
る
だ
ろ
う
と
言
い
植
え
た
と
伝
わ
る
。

曼
荼
羅
寺
は
、
も
と
世
坂
寺
。
行
基
が
佐
伯
氏
（
空
海
の
先
祖
）
の

氏
寺
と
し
て
開
基
し
、
空
海
が
再
興
し
て
母
の
菩
提
寺
と
し
た
。
マ

ツ
は
こ
の
時
植
え
た
と
さ
れ
、「
不
老
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
枯

れ
た
た
め
幹
に
弘
法
大
師
座
像
を
刻
み
安
置
し
て
い
る
。
延
命
寺
の



木
を
植
え
た
高
僧
た
ち
の
伝
説

七

マ
ツ
は
、
枝
を
大
き
く
広
げ
た
樹
相
で
「
い
ざ
り
松
」
と
呼
ば
れ
、

高
野
山
の
「
三
鈷
の
松
」
と
同
じ
三
本
葉
で
あ
る
。
泰
山
寺
の
マ
ツ

は
「
不
忘
の
松
」
と
い
う
。
弘
仁
六
年
、
川
が
氾
濫
す
る
当
地
を
訪

れ
、
治
水
の
土
砂
加
持
を
行
な
い
植
え
た
と
伝
わ
る
。

　

⑪
の
来
迎
院
は
、
天
河
大
辨
財
天
社
の
塔
頭
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

空
海
は
当
社
に
詣
で
修
行
し
た
と
伝
わ
る
。
イ
チ
ョ
ウ
は
雌
株
。

　

�

円
仁
＝
慈
覚
大
師
（
七
九
四
―
八
六
四
）
栃
木
県
、
第
三
代
天
台

座
主

　
　

�

①
カ
ヤ
（
湊
浜
薬
師
堂
、
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
）（
真
山
神
社
＝
光

飯
寺
の
跡
、
秋
田
県
男
鹿
市
）、
②
イ
チ
ョ
ウ
（
立
石
寺
＝
山
寺
、

山
形
県
山
形
市
）、
③
マ
ツ
（
安
久
津
八
幡
神
社
、
山
形
県
高
畠

町
）、
④
シ
イ
（
瑠
璃
光
寺
、
埼
玉
県
深
谷
市
）、
⑤
タ
ラ
ヨ
ウ

（
慈
光
寺
、
埼
玉
県
と
き
が
わ
町
）、
⑥
ス
ギ
（
鰐
淵
寺
、
島
根

県
出
雲
市
）

　

円
仁
は
、
九
歳
か
ら
大
慈
寺
（
栃
木
市
）
で
修
行
。
一
五
歳
で
比

叡
山
延
暦
寺
に
登
り
二
一
歳
で
出
家
。
最
澄
に
師
事
し
て
関
東
・
東

北
地
方
へ
布
教
の
旅
を
し
た
。
四
五
歳
で
唐
に
留
学
。
帰
国
後
、
立

石
寺
（
山
形
県
）
や
瑞
巌
寺
（
宮
城
県
）
を
開
い
た
。

　

右
記
の
①
光
飯
寺
、
②
立
石
寺
、
④
瑠
璃
光
寺
、
⑤
慈
光
寺
の
創

建
は
円
仁
。
①
の
湊
浜
薬
師
堂
に
、
円
仁
が
海
上
安
全
を
祈
願
し
て

一
夜
で
彫
っ
た
と
い
う
薬
師
如
来
像
が
あ
る
。
②
の
イ
チ
ョ
ウ
は
御

神
木
。
③
の
マ
ツ
は
、
貞
観
二
（
八
六
〇
）
年
に
植
え
た
と
伝
わ
る
。

④
の
寺
は
、
円
仁
が
大
同
二
（
八
〇
七
）
年
ま
た
は
承
和
二
（
八
三

五
）
年
に
創
建
し
た
と
伝
わ
る
。
⑤
の
タ
ラ
ヨ
ウ
は
、
天
長
年
間
（
八

二
四
―
三
四
）
に
植
え
た
と
伝
わ
る
。
タ
ラ
ヨ
ウ
の
葉
は
「
葉
書
」

の
語
源
で
あ
り
、
葉
の
表
面
を
棒
な
ど
で
傷
つ
け
る
と
黒
色
に
変
色

し
て
文
字
が
書
け
る
。
⑥
の
ス
ギ
三
本
は
「
三
台
杉
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
寺
は
円
仁
に
よ
り
日
本
最
初
の
延
暦
寺
末
寺
と
な
っ
た
。

　

宗
叡
（
八
〇
九
―
八
四
）
京
都
府
、
真
言
宗

　
　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ
（
永
観
堂
＝
禅
林
寺
、
京
都
市
）

　

四
歳
の
時
、
比
叡
山
で
出
家
。
禅
林
寺
の
真
紹
か
ら
灌
頂
を
受
け

た
。
禅
林
寺
は
真
言
宗
の
道
場
で
あ
っ
た
。
宗
叡
は
入
唐
八
家
の
一

人
。
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
は
、
貞
観
一
八
（
八
七
六
）
年
に
唐
か
ら
持
ち
帰
っ

た
も
の
を
植
え
た
と
伝
わ
る
。

　

空
也
（
九
〇
三
―
七
二
）
生
誕
地
不
明
、
浄
土
教　

　
　

マ
ツ
（
浄
土
寺
、
愛
媛
県
松
山
市
）

　

浄
土
寺
の
創
建
は
明
恵
だ
が
、
空
海
が
再
興
し
て
真
言
宗
に
改
宗
。



國
文
學
論
叢
　
　
第
七
十
輯

八

空
也
が
天
徳
年
間
（
九
五
七
―
六
〇
）
に
教
化
の
た
め
当
地
に
滞
在

し
、
自
刻
の
木
像
を
残
し
た
と
さ
れ
る
（
空
也
上
人
立
像
。
国
の
重

要
文
化
財
）。
マ
ツ
は
「
空
也
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
今
は
根
株

の
み
残
る
。

︿
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
﹀

　

西
行
（
一
一
一
八
―
九
〇
）
和
歌
山
県
ま
た
は
京
都
府

　
　

�

①
ハ
ギ
（
高
台
寺
、
京
都
市
）、
②
サ
ク
ラ
（
勝
持
寺
、
同
上
）

（
西
光
寺
、
同
上
））（
三
昧
堂
、
和
歌
山
県
高
野
山
）

　

西
行
は
武
士
で
歌
人
で
も
あ
る
。
鳥
羽
院
に
北
面
の
武
士
と
し
て

仕
え
た
が
、
二
三
歳
で
出
家
。
三
〇
歳
頃
か
ら
各
地
を
旅
し
、
二
千

首
余
り
の
和
歌
を
遺
し
た
。

　

①
の
ハ
ギ
は
、
慈
円
に
献
じ
た
宮
城
野
の
ハ
ギ
が
残
っ
て
い
た
の

を
、
当
寺
に
植
え
た
も
の
と
伝
わ
る
。
②
の
勝
持
寺
は
、
西
行
（
佐

藤
義
清
）
が
出
家
し
た
寺
。
こ
の
寺
と
西
光
寺
に
も
庵
を
結
ん
だ
。

高
野
山
に
は
、
三
二
歳
頃
か
ら
約
三
〇
年
間
庵
を
結
ん
だ
と
伝
わ
る
。

空
海
が
高
野
山
を
開
山
し
た
際
、
真
っ
先
に
造
営
し
た
の
が
壇
上
伽

藍
。
西
行
は
そ
の
三
昧
堂
で
修
行
し
た
と
さ
れ
る
。
生
涯
で
サ
ク
ラ

の
和
歌
を
二
三
〇
首
遺
し
、「
願
わ
く
は
花
の
下
に
て
春
死
な
ん
そ
の

如
月
の
望
月
の
頃
」
と
詠
ん
で
旧
歴
二
月
一
六
日
（
釈
迦
涅
槃
の
日
）

に
入
寂
し
た
。

　

法
然
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
）
岡
山
県
、
浄
土
宗
の
開
祖

　
　

�

①
イ
ブ
キ
（
西
伝
寺
、
浜
松
市
西
伝
寺
町
）、
②
ダ
ボ
イ
ジ
ュ

（
浄
顕
寺
、
滋
賀
県
信
楽
町
）、
③
マ
ツ
（
阿
弥
陀
寺
、
神
戸
市

脇
浜
町
）（
西
念
寺
、
香
川
県
ま
ん
の
う
町
）

　

法
然
は
九
歳
で
父
を
亡
く
し
、
延
暦
寺
に
登
り
一
五
歳
で
出
家
し

た
。
彼
は
、
全
国
各
地
に
弟
子
を
と
ど
め
草
庵
を
開
か
せ
た
。
①
の

西
伝
寺
は
、
弟
子
の
西
伝
が
結
ん
だ
草
庵
が
寺
と
な
っ
た
。
イ
ブ
キ

は
、
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
の
火
災
で
奇
跡
的
に
焼
け
残
り
、
再

び
芽
吹
い
て
今
に
至
る
。
②
の
浄
顕
寺
は
元
和
元
（
一
六
二
二
）
年
、

法
然
の
草
庵
に
多
羅
尾
光
太
が
堂
宇
を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　

法
然
は
七
五
歳
の
時
、
承
元
の
法
難
に
あ
い
讃
岐
国
に
配
流
さ
れ

た
。
③
の
阿
弥
陀
寺
が
あ
る
脇
浜
は
、
配
流
時
に
こ
の
浜
か
ら
出
航

し
、
赦
免
時
に
上
陸
し
た
地
で
あ
る
。
豪
族
・
富
松
右
衛
門
邸
に
滞

在
し
、
右
衛
門
は
法
然
の
弟
子
に
な
り
邸
を
阿
弥
陀
寺
に
し
た
と
い

う
。
こ
の
時
法
然
は
、
仏
教
が
末
永
く
栄
え
る
よ
う
マ
ツ
を
植
え
た

と
伝
わ
る
。
ま
た
西
念
寺
は
、
法
然
が
滞
在
し
た
と
伝
わ
る
生
福
寺

跡
に
再
建
さ
れ
た
寺
。
マ
ツ
は
「
六
華
の
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

寺
に
は
、
法
然
の
分
骨
を
納
め
た
御
廟
、
水
面
に
映
っ
た
自
身
の
姿



木
を
植
え
た
高
僧
た
ち
の
伝
説

九

を
描
い
た
自
筆
と
伝
わ
る
「
宝ほ
う

瓶び
ょ
う

の
御み

影え
い

」
が
あ
る
。

　

栄
西
（
一
一
四
一
―
一
二
一
五
）
岡
山
県
、
臨
済
宗
の
開
祖

　
　

�

①
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
（
延
暦
寺
、
大
津
市
）（
建
仁
寺
、
京
都
市
）（
安

養
寺
、
岡
山
市
）（
報
恩
寺
、
福
岡
市
）、
②
イ
チ
ョ
ウ
（
安
養

寺
、
岡
山
市
）

　

一
四
歳
の
時
、
比
叡
山
延
暦
寺
で
出
家
。
宋
に
二
度
留
学
し
た
。

①
②
の
安
養
寺
は
、
栄
西
が
得
度
し
た
寺
と
伝
わ
る
。
建
久
三
（
一

一
九
二
）
年
に
①
の
報
恩
寺
、
建
仁
二
（
一
二
〇
二
）
年
に
京
都
に

初
め
て
の
禅
寺
・
建
仁
寺
を
開
山
し
た
。
延
暦
寺
、
建
仁
寺
、
報
恩

寺
の
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
は
、
彼
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
り
植
え
た
も
の
と
伝

わ
る
。
報
恩
寺
の
そ
れ
は
、
開
山
時
に
植
え
た
「
日
本
最
初
の
ボ
ダ

イ
ジ
ュ
」
と
伝
わ
る
。

　

俊
寛
（
一
一
四
三
―
七
九
）
生
誕
地
不
明
、
真
言
宗

　
　

ス
ギ
（
別
所
瀧
之
社
、
富
山
県
小
矢
部
市
宮
島
）

　

安
元
三
（
一
一
七
七
）
年
、
鹿
ケ
谷
山
荘
で
の
平
家
打
倒
の
密
談

が
露
見
し
、
藤
原
成
経
、
平
康
頼
と
共
に
喜
界
ケ
島
へ
配
流
さ
れ
た
。

成
経
と
康
頼
は
赦
免
さ
れ
都
に
戻
っ
た
が
、
俊
寛
は
許
さ
れ
ず
島
に

と
り
残
さ
れ
た
。
こ
の
話
は
『
源
平
盛
衰
記
』
や
『
平
家
物
語
』
で

語
ら
れ
、
能
や
歌
舞
伎
の
「
俊
寛
」
で
演
じ
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
俊
寛
の
流
刑
地
は
喜
界
ケ
島
で
は
な
く
、
富
山
県
宮

島
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
ス
ギ
は
、
俊
寛
が
赦
免
を
願
っ
て
植
え
た

も
の
と
伝
わ
る
。

　

�

弁
長
＝
聖
光
上
人
（
一
一
六
二
―
一
二
三
八
）
福
岡
県
、
浄
土
宗

二
祖

　
　

ク
ス
ノ
キ
（
善
導
寺
、
久
留
米
市
）

　

弁
長
は
九
歳
で
出
家
し
、
二
二
歳
で
比
叡
山
に
登
り
天
台
教
学
を

学
ん
だ
。
三
六
歳
の
時
、
法
然
に
出
会
い
帰
依
し
た
。
九
州
を
中
心

に
活
躍
し
、
鎮
西
上
人
と
も
称
さ
れ
る
。
善
導
寺
は
、
彼
が
建
長
二

（
一
一
九
一
）
年
に
開
山
。
ク
ス
ノ
キ
は
そ
の
時
植
え
た
と
伝
わ
る
。

︿
鎌
倉
時
代
﹀

　

明
恵
（
一
一
七
三
―
一
二
三
二
）
和
歌
山
県
、
華
厳
宗
中
興
の
祖

　
　

ナ
ギ
（
施
無
畏
寺
、
和
歌
山
県
湯
浅
町
）

　

明
恵
は
八
歳
で
両
親
を
亡
く
し
、
神
護
寺
で
真
言
や
華
厳
の
教
え

を
学
び
出
家
し
た
。
三
四
歳
の
時
、
高
山
寺
を
創
建
。
高
山
寺
の
後

山
・
楞り

ょ
う

伽が

山せ
ん

の
縄
床
樹
（
二
股
に
分
か
れ
た
松
の
上
）
で
常
に
坐
禅

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（1
（

。
ナ
ギ
を
植
え
た
と
い
う
当
寺
の
開
基
は
明
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一
〇

恵
。
寺
が
あ
る
湯
浅
町
は
、
母
ゆ
か
り
の
地
。
周
辺
は
明
恵
の
若
い

頃
の
修
行
地
で
あ
る
。

　

親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
三
）
京
都
府
、
浄
土
宗
の
宗
祖

　
　

�

①
ク
ス
ノ
キ
（
青
蓮
院
、
京
都
市
）、
②
ウ
メ
（
岡
崎
別
院
＝
岡

崎
草
庵
跡
、
同
上
）（
宝
満
寺
、
滋
賀
県
愛
荘
町
）、
③
サ
ク
ラ

（
月
輪
寺
、
京
都
市
）、
④
イ
チ
ョ
ウ
（
願
船
寺
、
茨
城
県
東
海

村
）（
小
島
の
草
庵
跡
、
茨
城
県
下
妻
市
）、
⑤
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
（
光

明
寺
、
同
上
）（
長
命
寺
、
千
葉
県
野
田
市
）（
真
楽
寺
、
神
奈

川
県
小
田
原
市
）（
教
津
坊
、
愛
知
県
津
島
市
）

　

①
の
青
蓮
院
は
、
最
澄
開
山
の
天
台
宗
寺
院
。
親
鸞
は
九
歳
の
時
、

当
寺
で
慈
円
を
戒
師
に
出
家
し
た
。
こ
の
後
、
比
叡
山
で
厳
し
い
修

行
と
学
問
を
積
み
、
二
九
歳
の
時
、
六
角
堂
で
夢
告
を
得
て
法
然
の

弟
子
と
な
っ
た
。
②
の
岡
崎
別
院
は
、
彼
が
比
叡
山
を
下
り
て
結
ん

だ
草
庵
跡
と
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
吉
水
（
東
山
区
円
山
町
）
の
法
然
の

も
と
へ
通
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
承
元
の
法
難
に
よ
り
法
然
は
高
知
県
、
親
鸞
は
新
潟
県

に
配
流
さ
れ
た
。
③
の
サ
ク
ラ
は
「
時
雨
桜
」
と
呼
ば
れ
、
配
流
時

に
親
鸞
が
法
然
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
植
え
た
と
伝
わ
る
。
今
も
四
、

五
月
に
葉
か
ら
雫
を
落
と
し
、
ま
る
で
悲
し
み
の
涙
を
流
す
か
の
よ

う
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

　

赦
免
後
、
四
二
歳
の
親
鸞
は
妻
子
を
伴
い
関
東
（
茨
城
県
）
に
入
っ

た
。
④
の
願
船
寺
の
創
建
は
高
弟
の
定
信
。
イ
チ
ョ
ウ
は
雌
株
。
小

島
の
草
庵
で
は
三
年
間
逗
留
し
て
布
教
活
動
を
行
な
い
、
稲
田
へ
移
っ

た
。
イ
チ
ョ
ウ
は
「
稲
田
恋
し
の
銀
杏
」
と
呼
ば
れ
、
親
鸞
を
慕
い

北
向
き
（
稲
田
の
方
角
）
に
枝
を
伸
ば
す
と
伝
わ
る
。

　

⑤
の
光
明
寺
は
、
弟
子
の
明
空
が
創
建
。
親
鸞
が
初
め
て
布
教
し

た
寺
と
さ
れ
る
。
明
空
は
、
承
久
二
（
一
二
二
〇
）
年
、
小
島
に
逗

留
し
た
親
鸞
に
出
会
い
弟
子
と
な
っ
た
。
寺
に
は
明
空
手
植
え
の
ヒ

イ
ラ
ギ
も
あ
る
。
長
命
寺
の
創
建
は
高
弟
の
西
念
。
彼
は
親
鸞
が
越

後
か
ら
関
東
へ
移
る
際
に
随
行
し
た
。
親
鸞
は
建
保
元
（
一
二
一
三
）

年
、
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
の
実
で
作
っ
た
数
珠
の
一
玉
を
柳
の
葉
で
包
み
、

桑
の
葉
を
覆
っ
て
地
中
に
埋
め
、
こ
の
地
の
念
仏
繁
盛
を
願
っ
た
と

伝
わ
る
。
真
楽
寺
は
、
聖
徳
太
子
開
基
の
天
台
宗
の
寺
で
あ
っ
た
が
、

親
鸞
が
居
住
し
た
縁
で
浄
土
真
宗
に
改
宗
。
親
鸞
帰
洛
ま
で
の
七
年

間
、
相
模
国
の
布
教
拠
点
と
な
っ
た
。
教
津
坊
も
、
親
鸞
が
嘉
禎
元

（
一
二
三
五
）
年
に
逗
留
し
、
浄
土
真
宗
に
改
宗
さ
れ
た
。
ボ
ダ
イ

ジ
ュ
は
こ
の
時
植
え
た
と
伝
わ
る
。

　

帰
洛
は
六
〇
歳
の
時
で
、
親
鸞
は
②
の
宝
満
寺
（
開
基
は
知
徳
。

真
言
宗
）
に
立
ち
寄
っ
た
。
愛
知
川
が
氾
濫
し
て
渡
れ
ず
、
当
寺
を



木
を
植
え
た
高
僧
た
ち
の
伝
説

一
一

仮
宿
に
し
た
の
で
あ
る
。
ウ
メ
（
紅
梅
）
は
こ
の
時
に
植
え
、
寺
は

浄
土
真
宗
に
改
宗
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
帰
洛
し
て
最
初
に
入
っ
た
の

は
②
の
岡
崎
草
庵
と
伝
わ
る
。

　

�

法
身
性
西
＝
真
壁
平
四
郎
（
一
一
八
九
―
一
二
七
三
）
茨
城
県
、

臨
済
宗

　
　

イ
チ
ョ
ウ
（
青
森
県
七
戸
町
）

　

法
身
禅
師
は
「
血
染
め
の
下
駄
」
事
件
後
、
四
五
歳
の
時
、
高
野

山
で
出
家
。
宋
に
渡
り
、
帰
国
後
の
七
〇
歳
を
過
ぎ
て
北
条
時
頼
に

認
め
ら
れ
、
宮
城
県
に
円
福
寺
（
後
に
松
島
の
瑞
巌
寺
と
な
る
）
を

開
山
し
た
。
栄
耀
を
嫌
い
、
八
〇
歳
前
に
七
戸
町
に
庵
を
結
び
暮
ら

し
た
。
イ
チ
ョ
ウ
は
、
こ
の
時
植
え
た
と
伝
わ
る
。
多
数
の
気
根
が

下
垂
し
「
子
守
イ
チ
ョ
ウ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

叡
尊
（
一
二
〇
一
―
九
〇
）
奈
良
県
、
真
言
律
宗
の
開
祖

　
　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ
（
西
大
寺
、
奈
良
市
）

　

叡
尊
は
、
文
暦
二
（
一
二
三
五
）
年
に
西
大
寺
（
奈
良
時
代
に
創

建
。
平
安
時
代
に
衰
退
し
て
い
た
）
に
入
り
、
当
寺
を
復
興
し
た
。

　

円
爾
＝
聖
一
国
師
（
一
二
〇
二
―
八
〇
）
静
岡
県
、
臨
済
宗

　
　

①
イ
ブ
キ
（
東
福
寺
、
京
都
市
）、
②
モ
ミ
ジ
（
同
上
）

　

円
爾
は
三
三
歳
で
宋
に
渡
り
、
六
年
後
に
帰
朝
。
①
②
の
東
福
寺

は
、
寛
元
元
（
一
二
四
三
）
年
、
九
条
道
家
が
九
条
家
の
菩
提
寺
と

す
る
た
め
、
帰
朝
し
て
い
た
円
爾
を
迎
え
て
開
山
し
た
。
イ
ブ
キ
と

モ
ミ
ジ
は
、
円
爾
が
宋
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
イ
ブ
キ

は
『
都
名
所
図
会
』（
一
七
八
〇
年
）
に
も
「
開
山
国
師
宋
国
よ
り
携

へ
来
る
」
と
記
述
が
あ
る
。
モ
ミ
ジ
は
、
唐と

う

楓か
え
で

と
い
う
黄
金
色
に
染

ま
る
三
ツ
葉
楓
で
あ
る
。

　

実
弘
（
生
没
年
・
生
誕
地
不
詳
）
真
言
宗

　
　

イ
ブ
キ
（
成
相
寺
、
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
）

　

実
弘
上
人
は
、
鎌
倉
時
代
初
め
の
高
野
山
悉
地
院
の
僧
。
成
相
寺

は
、
仁
治
四
（
一
二
四
三
）
年
、
高
野
山
伝
法
院
の
争
乱
で
淡
路
島

に
配
流
さ
れ
た
彼
が
、
高
野
山
を
模
し
て
建
立
し
た
寺
と
伝
わ
る
。

　

清
秀
（
生
没
年
・
生
誕
地
・
宗
派
不
詳
）

　
　

サ
ク
ラ
（
愛
宕
神
社
＝
も
と
地
蔵
寺
、
長
野
県
飯
田
市
）

　

当
社
は
、
飯
坂
城
跡
に
建
立
さ
れ
た
地
蔵
寺
の
境
内
に
あ
た
る
。

サ
ク
ラ
は
、
地
蔵
寺
の
僧
で
あ
っ
た
清
秀
法
印
が
仁
治
元
（
一
二
四

〇
）
年
に
植
え
た
と
伝
わ
る
。
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
で
「
清
秀
桜
」
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二

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

日
蓮
（
一
二
二
二
―
八
二
）
千
葉
県
、
日
蓮
宗
の
宗
祖

　
　

�

①
ウ
メ
（
妙
蓮
寺
、
千
葉
県
鴨
川
市
）、
②
サ
ク
ラ
（
同
上
）、

③
ス
ギ
（
久
遠
寺
、
山
梨
県
身
延
町
）、
④
イ
チ
ョ
ウ
（
本
国
寺
、

身
延
町
）、
⑤
マ
ツ
（
妙
善
寺
、
同
上
）（
大
慶
寺
、
静
岡
県
藤

枝
市
）

　

一
二
歳
で
清
澄
寺
に
入
り
、
一
六
歳
で
出
家
。
鎌
倉
、
比
叡
山
、

高
野
山
な
ど
へ
遊
学
。
三
二
歳
の
時
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
を

唱
え
る
立
教
開
宗
を
行
な
い
、
三
九
歳
の
時
『
立
正
安
国
論
』
を
著

し
た
。
し
か
し
、
讒
言
に
あ
っ
て
伊
豆
、
佐
渡
に
流
罪
。
五
二
歳
で

身
延
山
に
入
り
、
説
法
と
執
筆
活
動
を
行
な
っ
た
。

　

①
②
の
妙
蓮
寺
に
、
父
母
の
墓
所
が
あ
る
。
ウ
メ
は
、
正
嘉
二
（
一

二
五
八
）
年
に
死
去
し
た
父
の
冥
福
を
祈
っ
て
植
え
、
サ
ク
ラ
は
、

母
の
蘇
生
を
記
念
し
て
植
え
た
と
伝
わ
る
。
母
は
文
永
元
（
一
二
六

四
）
年
に
亡
く
な
っ
た
直
後
、
日
蓮
の
祈
願
に
よ
り
蘇
生
し
寿
命
が

四
年
延
び
た
と
い
う
。
③
の
久
遠
寺
は
、
彼
が
文
永
一
一
年
に
開
創

し
た
。
四
本
の
ス
ギ
は
、
父
母
の
追
善
、
師
へ
の
報
恩
、
そ
し
て
立

正
安
国
を
祈
念
し
て
植
え
た
と
伝
わ
る
。

　

④
の
イ
チ
ョ
ウ
は
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
。
弘
安
五
（
一
二
八
二
）

年
、
当
寺
宿
泊
時
に
植
え
た
と
伝
わ
る
。
⑤
の
妙
善
寺
の
マ
ツ
は
、

布
教
の
途
次
に
立
ち
寄
り
植
え
た
と
さ
れ
、
そ
の
日
は
節
分
（
年
越

の
日
）
で
あ
り
「
年
越
の
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
大
慶
寺
の
マ
ツ

は
、
建
長
五
（
一
二
五
三
）
年
、
比
叡
山
遊
学
の
途
次
に
当
地
を
訪

れ
、
茶
店
を
営
む
道
円
・
妙
円
夫
婦
を
説
法
教
化
し
、
未
来
永
久
に

仏
の
道
が
栄
え
る
こ
と
を
祈
念
し
て
植
え
た
と
伝
わ
る
。
夫
婦
は
自

宅
裏
に
法
華
堂
を
建
立
し
大
慶
寺
の
基
を
開
い
た
。
マ
ツ
は
ク
ロ
マ

ツ
。「
久
遠
の
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

明
空
（
一
二
二
五
―
九
七
か
）
生
誕
地
不
詳
、
浄
土
真
宗

　
　

ヒ
イ
ラ
ギ
（
光
明
寺
、
茨
城
県
下
妻
市
）

　

彼
の
俗
名
は
三
浦
荒
次
郎
義
忠
。
宝
治
元
（
一
二
四
七
）
年
、
三

浦
氏
滅
亡
時
に
出
家
し
親
鸞
の
弟
子
と
な
っ
た
。
当
寺
の
開
基
は
明

空
。
ヒ
イ
ラ
ギ
を
好
み
境
内
に
多
く
植
え
た
の
で
、
寺
は
「
柊
道
場
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
ヒ
イ
ラ
ギ
の
和
歌
「
わ
れ
も
ま
た
心
に
造
る

罪つ
み

科と
が

を
名
に
あ
ら
わ
し
て
植
う
る
一ひ
と

本も
と

」
を
遺
し
た
。

　

�
如
信
（
一
二
三
五
―
一
三
〇
〇
）
京
都
府
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
第

二
代

　
　

カ
ヤ
（
法
龍
寺
、
茨
城
県
大
子
町
）



木
を
植
え
た
高
僧
た
ち
の
伝
説

一
三

　

如
信
は
親
鸞
の
孫
。
カ
ヤ
は
、
正
応
二
（
一
二
八
九
）
年
に
門
弟

の
乗
善
房
が
当
地
に
草
庵
を
結
ん
だ
際
、
如
信
が
植
え
た
と
伝
わ
る
。

法
龍
寺
は
、
如
信
の
布
教
の
拠
点
。
終
焉
の
地
で
も
あ
る
。

　

日
朗
（
一
二
四
五
―
一
三
二
〇
）
千
葉
県
、
日
蓮
宗

　
　

ト
チ
ノ
キ
（
七
面
山
安
住
坊
、
山
梨
県
早
川
町
）

　

日
朗
は
、
日
蓮
の
高
弟
で
六
老
僧
の
一
人
。
日
蓮
流
罪
の
際
、
土

牢
に
押
込
と
な
っ
た
が
、
抜
け
出
し
て
佐
渡
島
に
日
蓮
を
訪
ね
、
ま

た
赦
免
状
を
携
え
て
渡
っ
た
と
さ
れ
る
。
七
面
山
は
身
延
山
と
と
も

に
法
華
経
信
仰
の
聖
地
。
そ
の
開
創
は
日
朗
と
さ
れ
、
安
住
坊
は
、

彼
が
七
面
大
明
神
を
祀
る
た
め
に
休
息
し
た
地
と
伝
わ
る
。
ト
チ
ノ

キ
は
そ
の
庭
に
あ
る
。

　

日
興
（
一
二
四
六
―
一
三
三
三
）
山
梨
県
、
日
蓮
宗

　
　

ス
ギ
（
本
門
寺
、
静
岡
県
富
士
宮
市
）

　

日
興
は
、
日
蓮
の
高
弟
で
六
老
僧
の
一
人
。
当
寺
の
開
創
は
日
興
。

そ
の
時
ス
ギ
を
、
南
無
妙
法
連
華
経
の
七
文
字
に
あ
や
か
り
七
本
植

え
た
と
伝
わ
る
。
う
ち
三
本
が
遺
り
「
お
題
目
杉
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

　

日
印
（
一
二
六
四
―
一
三
二
九
）
新
潟
県
、
日
蓮
宗

　
　

ウ
メ
（
青
龍
寺
、
新
潟
市
）

　

日
印
は
、
日
朗
の
弟
子
で
日
蓮
の
孫
弟
子
。
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
他

宗
と
の
論
争
を
高
齢
の
日
朗
に
代
わ
っ
て
行
な
い
、
論
破
し
て
鎌
倉

で
の
布
教
を
許
さ
れ
た
。
当
寺
は
、
日
印
が
八
歳
の
時
に
入
り
仏
教

を
学
ん
だ
寺
。
ウ
メ
は
三
代
目
と
さ
れ
る
。

︿
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
﹀

　

�

覚
如
（
一
二
七
〇
―
一
三
五
一
）
京
都
府
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
第

三
代

　
　

イ
チ
ョ
ウ
（
法
龍
寺
、
茨
城
県
大
子
町
）

　

当
寺
の
創
建
は
如
信
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
第
二
代
）。
ま
た
如
信
終

焉
の
寺
で
あ
る
。
イ
チ
ョ
ウ
は
、
覚
如
が
如
信
の
一
三
回
忌
で
あ
る

正
和
元
（
一
三
一
二
）
年
に
植
え
た
と
伝
わ
る
。

　

�

弧
峰
覚
明
＝
三
光
国
師
（
一
二
七
一
―
一
三
六
一
）
福
島
県
、
臨

済
宗

　
　

サ
ク
ラ
（
建
福
寺
、
島
根
県
隠
岐
の
島
町
）

　

弧
峰
覚
明
は
比
叡
山
で
学
び
、
応
長
元
（
一
三
一
一
）
年
、
元
に

渡
っ
た
。
隠
岐
に
配
流
さ
れ
た
後
醍
醐
天
皇
に
招
か
れ
て
戒
を
授
け
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第
七
十
輯

一
四

国
済
国
師
の
号
を
与
え
ら
れ
た
。
サ
ク
ラ
は
、
彼
が
一
三
四
七
年
に

当
寺
を
開
山
し
た
時
に
植
え
た
と
伝
わ
る
、
二
本
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ

ク
ラ
で
あ
る
。
花
の
咲
き
方
で
そ
の
年
の
豊
作
・
凶
作
を
占
い
、
江

戸
時
代
か
ら
「
世よ

の

間な
か

桜ざ
く
ら

」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
た
。

　

夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
―
一
三
五
一
）
三
重
県
、
臨
済
宗

　
　

�

①
ビ
ャ
ク
シ
ン
（
古
長
禅
寺
、
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
②
サ

ク
ラ
（
宝
寿
院
、
山
梨
県
市
川
三
郷
町
）、
③
キ
ン
モ
ク
セ
イ

（
永
明
寺
、
群
馬
県
邑
楽
町
）、
④
ウ
メ
（
東
香
寺
、
岐
阜
県
富

加
町
）

　

幼
少
時
に
山
梨
県
に
移
住
。
出
家
し
て
真
言
宗
や
天
台
宗
、
禅
宗

を
学
ん
だ
。
後
醍
醐
天
皇
、
足
利
尊
氏
か
ら
信
任
さ
れ
、
門
弟
は
一

万
人
以
上
と
さ
れ
る
。
自
ら
を
「
石
立
僧
」
と
称
し
た
作
庭
家
で
、

西
芳
寺
や
天
龍
寺
な
ど
禅
宗
庭
園
の
基
礎
を
築
い
た
。

　

①
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
は
、
彼
が
寺
創
建
の
正
和
五
（
一
三
一
六
）
年

に
、
四
天
王
を
か
た
ど
り
庭
の
四
隅
に
四
本
植
え
た
と
伝
わ
る
。
②

の
宝
寿
院
は
、
四
歳
で
母
を
亡
く
し
て
出
家
し
た
と
さ
れ
る
寺
。
奈

良
で
修
業
を
積
み
三
一
歳
の
時
当
寺
へ
戻
り
、
母
の
菩
提
を
弔
う
た

め
築
庭
し
て
サ
ク
ラ
を
植
え
た
と
伝
わ
る
。
サ
ク
ラ
は
現
在
六
代
目
。

③
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
は
、
彼
が
元
弘
元
（
一
三
三
一
）
年
に
寺
を
開

基
し
た
際
に
植
え
た
と
さ
れ
る
。
④
の
寺
は
、
彼
が
正
和
四
（
一
三

一
五
）
年
に
開
山
。
作
庭
も
手
掛
け
た
と
伝
わ
る
。
ウ
メ
は
紅
梅
。

　

�

元
翁
本
元
＝
仏
徳
禅
師
（
一
二
八
二
―
一
三
三
二
）
兵
庫
県
、
臨

済
宗

　
　

イ
チ
ョ
ウ
（
永
保
寺
、
岐
阜
県
多
治
見
市
）

　

当
寺
は
、
正
和
二
（
一
三
一
三
）
年
に
夢
窓
疎
石
が
開
山
し
た
。

彼
は
元
翁
本
元
と
親
交
が
あ
り
、
上
京
に
際
し
て
当
寺
の
後
事
を
元

翁
本
元
に
託
し
た
。
元
翁
本
元
の
没
後
、
建
武
二
（
一
三
三
五
）
年

に
、
開
山
が
夢
窓
疎
石
か
ら
元
翁
本
元
に
改
め
ら
れ
、
開
山
堂
は
元

翁
本
元
を
祀
る
。
イ
チ
ョ
ウ
は
雄
株
。

　

�

寂
室
元
光
＝
正
燈
国
師
（
一
二
九
〇
―
一
三
六
七
）
岡
山
県
、
臨

済
宗

　
　

①
カ
エ
デ
（
永
源
寺
、
滋
賀
県
東
近
江
市
）、
②
ウ
メ
（
同
上
）

　

寂
室
元
光
は
一
三
歳
で
出
家
。
東
福
寺
で
修
行
し
た
。
三
一
歳
か

ら
七
年
間
、
元
に
渡
航
し
、
帰
国
後
は
諸
国
を
行
脚
。
①
②
の
永
源

寺
は
、
七
一
歳
の
時
、
近
江
守
護
職
の
佐
々
木
氏
頼
に
請
わ
れ
て
開

山
し
た
。
カ
エ
デ
の
木
は
三
代
目
。
ウ
メ
は
紅
白
一
対
。



木
を
植
え
た
高
僧
た
ち
の
伝
説

一
五

　

日
叡
（
生
没
年
・
生
誕
地
不
詳
）
日
蓮
宗

　
　

ソ
テ
ツ
（
妙
法
寺
、
鎌
倉
市
）

　

当
寺
は
、
建
長
五
（
一
二
五
三
）
年
に
日
蓮
が
草
庵
を
結
び
二
〇

数
年
間
過
ご
し
た
松
葉
ケ
谷
の
地
に
あ
る
。
日
叡
は
護も

り

良な
が

親
王
（
一

三
〇
八
―
三
五
）
の
子
と
さ
れ
る
。
彼
は
延
文
二
（
一
三
五
七
）
年
、

日
蓮
を
偲
び
、
ま
た
悲
壮
な
最
期
を
遂
げ
た
父
の
菩
提
を
弔
う
た
め

寺
を
再
興
し
た
。

　

本
禅
等
択
（
生
没
年
・
生
誕
地
不
詳
）
臨
済
宗

　
　

サ
ク
ラ
（
護
真
寺
、
福
島
県
須
賀
川
市
）

　

サ
ク
ラ
は
、
シ
ダ
レ
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
。
観
応
二
（
一
三
五
一
）

年
、
本
禅
等
択
禅
師
が
当
寺
を
開
山
し
た
際
に
植
え
た
と
伝
わ
る
。

「
種
ま
き
桜
」
と
呼
ば
れ
、
農
家
は
花
が
咲
く
と
播
種
作
業
に
入
っ
た
。

︿
室
町
時
代
﹀

　

大
徹
宗
令
（
一
三
三
三
―
一
四
〇
八
）
熊
本
県
、
曹
洞
宗

　
　

�

①
イ
チ
ョ
ウ
（
向
川
寺
、
山
形
県
大
石
田
町
）、
②
カ
ツ
ラ
（
同

上
）

　

大
徹
宗
令
は
、
北
陸
・
東
北
地
方
に
禅
宗
を
広
め
た
。
①
②
の
向

川
寺
は
、
彼
が
永
和
三
（
一
三
七
七
）
年
に
開
山
し
た
。
山
寺
（
立

石
寺
）
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
隆
盛
を
誇
っ
た
寺
で
あ
る
。

　

良
如
（
一
三
四
四
―
一
四
一
二
）
福
井
県
、
浄
土
宗

　
　

ス
ダ
ジ
イ
（
西
福
寺
、
敦
賀
市
）

　

当
寺
は
、
良
如
が
応
安
元
（
一
三
六
八
）
年
に
開
山
。
ス
ダ
ジ
イ

（
椎
の
木
。
実
は
食
用
）
は
、
御
影
堂
の
左
右
に
雌
雄
二
株
あ
る
。
良

如
が
、
万
一
の
飢
饉
に
備
え
て
住
民
が
飢
え
を
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
植
え
た
と
伝
わ
る
。

　

綽
如
（
一
三
五
〇
―
九
三
）
京
都
府
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
第
五
代

　
　

�

①
ス
ギ
（
栴
谷
神
社
、
富
山
県
砺
波
市
）、
②
マ
ツ
（
普
願
寺
、

富
山
県
南
砺
市
）

　

綽
如
は
、
本
願
寺
第
五
代
宗
主
に
な
っ
た
が
、
第
二
子
の
巧
如
に

後
事
を
託
し
て
北
陸
に
赴
き
草
庵
を
結
ん
だ
。
明
徳
元
（
一
三
九
〇
）

年
、
南
砺
市
井
波
に
瑞
泉
寺
を
開
き
、
こ
の
地
方
に
布
教
し
た
。
①

②
の
ス
ギ
と
マ
ツ
は
、
こ
の
時
植
え
た
と
伝
わ
る
。
マ
ツ
は
、
宗
門

が
栄
え
る
よ
う
祈
願
し
て
植
え
た
と
伝
わ
る
が
、
枯
れ
た
た
め
今
は

「
栖せ

い

息そ
く

の
松
跡
」
と
し
て
株
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
南
砺
市
井
波
町
は

綽
如
の
没
地
で
あ
る
。
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一
六

　

一
休
宗
純
（
一
三
九
四
―
一
四
八
一
）
京
都
府
、
臨
済
宗

　
　

�
①
マ
ツ
（
大
徳
寺
、
京
都
市
）、
②
ス
ギ
（
酬
恩
庵
一
休
寺
、
京

都
府
京
田
辺
市
）、
③
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
（
少
林
寺
、
滋
賀
県
守
山

市
）

　

六
歳
の
時
、
安
国
寺
で
受
戒
。
二
二
歳
の
時
、
①
の
大
徳
寺
の
華か

叟そ
う

宗そ
う

曇ど
ん

の
弟
子
と
な
っ
た
。
八
一
歳
の
時
、
当
寺
の
住
持
を
任
さ
れ
、

応
仁
の
乱
で
荒
廃
し
た
寺
の
再
建
を
は
か
っ
た
。
マ
ツ
は
、
一
休
が

盆
栽
の
マ
ツ
を
植
え
た
も
の
と
伝
わ
り
、
本
堂
前
に
あ
る
。

　

②
の
寺
は
、
も
と
は
正
応
年
間
（
一
二
八
八
―
九
三
）
に
南
浦
紹

明
が
開
い
た
妙
勝
寺
。
康
正
二
（
一
四
五
六
）
年
に
一
休
が
草
庵
（
酬

恩
庵
）
を
結
ん
で
中
興
し
、
八
八
歳
で
没
す
る
ま
で
過
ご
し
た
。
当

寺
に
遺
骨
が
葬
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ス
ギ
は
、
一
休
が
植
え
た
と

す
る
他
、
彼
と
親
交
が
あ
っ
た
蜷
川
新
右
衛
門
と
蓮
如
の
三
人
が
一

本
ず
つ
植
え
た
と
も
伝
わ
る
。
木
は
二
代
目
（
昭
和
四
〇
年
植
樹
）。

③
の
少
林
寺
は
、
一
休
の
高
弟
・
桐と

う

嶽が
く

紹し
ょ
う

鳳ほ
う

（
一
四
五
一
―
一
五
三

四
）
が
開
創
。
一
休
が
一
時
逗
留
し
た
と
さ
れ
、
一
休
に
関
す
る
文

化
財
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

宥
日
（
一
三
九
六
―
一
四
七
三
）
山
形
県
、
真
言
宗

　
　

イ
チ
ョ
ウ
（
遍
照
寺
、
山
形
県
長
井
市
）

　

宥
日
は
高
野
山
で
修
行
し
た
。
火
伏
せ
祈
祷
の
名
人
と
さ
れ
鎮
火

の
伝
説
を
持
つ
。

　

当
寺
が
あ
る
長
井
市
は
、
宥
日
の
生
誕
地
。
寺
は
行
基
の
開
基
だ

が
、
永
享
の
頃
（
一
四
二
九
―
四
一
）、
宥
日
が
中
興
開
山
し
た
。
こ

の
木
の
銀ぎ

ん

杏な
ん

を
食
べ
る
と
一
冬
健
康
に
過
ご
せ
、
葉
が
す
べ
て
散
る

と
根
雪
に
な
る
と
伝
わ
る
。

　

蓮
如
（
一
四
一
五
―
九
九
）
京
都
府
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
第
八
代

　
　

�

①
イ
チ
ョ
ウ
（
報
恩
寺
、
茨
城
県
常
総
市
）（
専
通
寺
、
石
川
県

か
ほ
く
市
）（
笠
池
ケ
原
、
石
川
県
津
幡
町
）、
②
ヒ
バ
実
際
は

サ
ワ
ラ
（
本
泉
寺
、
石
川
県
金
沢
市
）、
③
マ
ツ
（
石
川
県
白
山

市
美
川
和
波
町
）（
吉
崎
御
坊
跡
、
福
井
県
あ
わ
ら
市
）（
福
田

寺
、
滋
賀
県
米
原
市
）、
④
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
（
西
圓
寺
、
岐
阜
県
大

垣
市
）（
善
養
寺
、
三
重
県
川
越
町
）、
⑤
ク
ス
ノ
キ
（
専
光
寺
、

愛
知
県
刈
谷
市
）、
⑥
ウ
メ
（
西
光
寺
、
三
重
県
名
張
市
）、
⑦

ス
ギ
（
奈
良
県
下
市
町
才
谷
峠
）

　

蓮
如
は
一
七
歳
の
時
、
青
蓮
院
で
得
度
。
三
五
歳
と
五
四
歳
の
時
、

東
国
布
教
を
行
な
っ
た
。
①
の
報
恩
寺
は
、
建
保
二
（
一
二
一
四
）

年
に
親
鸞
の
第
一
弟
子
・
性
信
が
開
山
。
イ
チ
ョ
ウ
は
蓮
如
が
植
え

た
と
伝
わ
る
。



木
を
植
え
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高
僧
た
ち
の
伝
説

一
七

　

文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
に
吉
崎
御
坊
、
一
五
年
に
山
科
本
願
寺
、

明
応
六
（
一
四
九
七
）
年
に
石
山
本
願
寺
を
建
立
。
専
通
寺
の
イ
チ
ョ

ウ
は
、
北
陸
布
教
時
に
植
え
た
と
さ
れ
る
。
昭
和
三
年
の
大
火
事
に

延
焼
を
く
い
止
め
「
火
伏
せ
の
イ
チ
ョ
ウ
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

②
の
本
泉
寺
は
、
嘉
吉
二
（
一
四
四
二
）
年
に
叔
父
・
如
乗
が
創

建
。
蓮
如
は
文
明
年
間
に
滞
在
し
、
作
庭
し
た
と
伝
わ
る
。
枝
が
西

方
（
浄
土
の
方
向
）
に
伸
び
る
の
で
「
西
向
き
の
ヒ
バ
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
③
の
白
山
市
に
あ
る
マ
ツ
は
、
こ
の
地
で
休
息
し
た
折
に

植
え
た
と
伝
わ
る
。「
蓮
如
上
人
御
旧
跡
の
松
」
の
石
碑
を
建
て
地
元

の
人
々
が
大
切
に
し
て
い
る
。
現
在
は
二
代
目
。
蓮
如
が
吉
崎
御
坊

を
造
営
し
た
時
に
植
え
た
と
さ
れ
る
マ
ツ
は
「
お
花
松
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
枯
れ
た
が
株
を
屋
根
で
覆
っ
て
大
切
に
し
、
代
替
の
マ
ツ

を
植
え
て
い
る
。
福
田
寺
の
マ
ツ
は
、
当
寺
に
滞
在
し
た
延
徳
年
間

に
植
え
た
と
伝
わ
る
。

　

④
の
西
圓
寺
の
開
基
は
最
澄
。
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
に
住
職

の
如
信
（
天
台
僧
）
が
覚
如
（
本
願
寺
第
三
代
）
に
帰
依
。
嘉
暦
二

（
一
三
二
七
）
年
に
真
海
が
浄
土
真
宗
寺
院
に
改
め
た
。
ボ
ダ
イ
ジ
ュ

は
、
文
明
二
年
に
蓮
如
が
逗
留
し
て
教
化
を
行
な
っ
た
際
に
植
え
た

と
伝
わ
る
。
善
養
寺
の
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
は
、
寛
正
年
間
（
一
四
六
〇
―

六
六
）
に
布
教
の
た
め
当
寺
を
訪
れ
た
際
、
庭
に
種
を
蒔
い
て
寺
の

繁
栄
と
樹
木
の
成
長
を
念
じ
た
と
伝
わ
る
。

　

⑤
の
専
光
寺
は
、
も
と
天
台
宗
寺
院
。
蓮
如
が
当
地
を
訪
れ
、
住

持
の
慶
念
坊
が
弟
子
に
な
り
浄
土
真
宗
に
改
宗
。
ク
ス
ノ
キ
は
こ
の

時
植
え
た
と
伝
わ
る
。
⑥
の
ウ
メ
は
、
応
仁
二
（
一
四
六
八
）
年
、

巡
錫
時
に
立
ち
寄
り
植
え
た
と
伝
わ
る
。
⑦
の
ス
ギ
は
、
文
明
七
年

に
こ
の
地
を
訪
れ
た
際
、
才
谷
峠
で
休
息
し
後
世
の
思
い
出
に
植
え

た
と
伝
わ
る
。
吉
野
町
に
蓮
如
創
建
の
本
善
寺
が
あ
る
。

　

祐
全
（
生
没
年
・
生
誕
地
不
詳
）
浄
土
宗

　
　

イ
チ
ョ
ウ
（
西
方
寺
、
奈
良
市
油
阪
町
）

　

祐
全
は
東
大
寺
の
僧
。
西
方
寺
第
一
世
住
職
。
西
方
寺
は
、
行
基

が
神
亀
年
間
（
七
二
四
―
二
九
）
に
多
聞
山
に
創
建
。
永
禄
二
（
一

五
五
九
）
年
に
祐
全
が
現
在
の
地
に
移
築
再
興
し
た
。
イ
チ
ョ
ウ
は

そ
の
時
、
火
難
・
水
難
な
ど
一
切
の
厄
難
か
ら
こ
の
寺
を
護
れ
と
願

い
植
え
た
と
伝
わ
る
。
寛
永
一
五
（
一
六
三
八
）
年
、
南
都
奉
行
・

中
坊
飛
騨
守
の
孫
が
こ
の
木
の
ギ
ン
ナ
ン
に
命
を
救
わ
れ
た
話
が
残

る
。

︿
安
土
桃
山
・
江
戸
時
代
﹀

　

�

天
海
＝
慈
眼
大
師
（
一
五
三
六
？
―
一
六
四
三
）
福
島
県
、
天
台
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宗

　
　

�
①
ヒ
ノ
キ
（
伊
佐
須
美
神
社
、
福
島
県
会
津
美
里
町
）、
②
マ
キ

（
喜
多
院
、
埼
玉
県
川
越
市
）、
③
マ
ツ
（
東
雲
寺
、
滋
賀
県
長

浜
市
）

　

天
海
は
幼
い
時
に
出
家
し
、
各
地
を
遍
歴
し
て
修
行
を
重
ね
た
。

武
田
信
玄
、
徳
川
家
康
ら
に
仕
え
、
織
田
信
長
に
焼
き
討
ち
さ
れ
た

比
叡
山
の
復
興
再
建
や
日
光
東
照
宮
の
造
営
に
尽
力
し
た
。

　

①
の
神
社
が
あ
る
会
津
美
里
町
は
、
天
海
の
生
誕
地
。
ヒ
ノ
キ
は
、

永
禄
元
（
一
五
五
八
）
年
に
母
の
看
病
で
帰
郷
し
た
際
に
植
え
た
と

伝
わ
る
。
②
の
喜
多
院
は
、
天
海
が
慶
長
四
（
一
五
九
九
）
年
に
第

二
七
世
住
職
と
し
て
入
り
隆
盛
を
誇
っ
た
。
マ
キ
は
御
神
木
に
な
っ

て
い
る
。
③
の
東
雲
寺
の
開
基
は
最
澄
。
空
源
（
涅
槃
宗
の
開
祖
）

が
荒
廃
を
嘆
き
中
興
。
天
海
が
慶
長
六
（
一
六
二
〇
）
年
に
新
た
に

創
立
し
、
空
源
を
偲
び
マ
ツ
を
植
え
た
と
伝
わ
る
。

　

沢
庵
宗
彭
（
一
五
七
三
―
一
六
四
六
）
兵
庫
県
、
臨
済
宗

　
　

ワ
ビ
ス
ケ
ツ
バ
キ
（
宗
鏡
寺
、
兵
庫
県
豊
岡
市
）

　

当
寺
は
、
元
中
九
（
一
三
九
二
）
年
に
山
名
氏
清
が
山
名
氏
の
菩

提
寺
と
し
て
開
基
し
た
。
沢
庵
は
山
名
氏
滅
亡
後
、
荒
廃
し
て
い
た

当
寺
を
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
に
再
興
。
豊
岡
市
は
沢
庵
の
故
郷
。

寺
は
沢
庵
寺
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

潮
音
道
海
（
一
六
二
八
―
九
五
）
佐
賀
県
、
黄
檗
宗

　
　

ギ
ン
モ
ク
セ
イ
（
臨
川
寺
、
岐
阜
県
関
市
）

　

潮
音
道
海
は
、
隠
元
隆
琦
の
弟
子
。
全
国
に
二
〇
数
ケ
寺
を
開
山

し
、
弟
子
が
六
三
人
い
た
と
さ
れ
る
。
当
寺
は
、
元
和
三
（
一
六
一

七
）
年
に
臨
済
宗
の
寺
と
し
て
開
か
れ
た
が
、
万
治
三
（
一
六
六
〇
）

年
に
潮
音
道
海
が
黄
檗
宗
に
改
め
た
。
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
は
、
本
堂
前

に
一
対
あ
る
。

　

雲
山
（
生
没
年
・
生
誕
地
不
詳
）
曹
洞
宗

　
　

イ
チ
ョ
ウ
（
永
泉
寺
、
岐
阜
県
多
治
見
市
）

　

当
寺
は
、
行
基
の
開
基
と
伝
わ
る
華
厳
宗
の
寺
で
あ
っ
た
が
、
寛

文
年
間
（
一
六
六
一
―
七
三
）
に
雲
山
大
和
尚
が
中
興
し
曹
洞
宗
に

改
め
た
。
イ
チ
ョ
ウ
は
雌
株
。

　

臺
翁
寒
易
（
生
没
年
・
生
誕
地
不
詳
）
曹
洞
宗

　
　

サ
ル
ス
ベ
リ
（
普
門
寺
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
）

　

臺
翁
寒
易
和
尚
は
、
当
寺
の
第
八
世
。
サ
ル
ス
ベ
リ
は
、
彼
が
延

宝
年
間
（
一
六
八
〇
年
頃
）
に
中
国
の
天
童
山
か
ら
持
ち
帰
り
植
え



木
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植
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九

た
と
伝
わ
る
。

　

淳
長
（
生
没
年
・
生
誕
地
不
詳
）
曹
洞
宗

　
　

ク
ロ
マ
ツ
（
円
成
寺
、
福
井
県
若
狭
町
）

　

淳
長
大
和
尚
は
、
当
寺
の
第
一
一
世
。
ク
ロ
マ
ツ
は
、
彼
が
宝
暦

元
（
一
七
五
一
）
年
に
植
え
た
と
伝
わ
る
。
枝
張
り
が
見
事
な
の
で

「
見
返
り
の
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

良
寛
（
一
七
五
八
―
一
八
三
一
）
新
潟
県
、
曹
洞
宗

　
　

�

①
ツ
バ
キ
（
円
通
寺
、
岡
山
県
倉
敷
市
）、
②
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
（
浄

念
寺
、
新
潟
県
新
発
田
市
）

　

良
寛
は
一
八
歳
で
出
家
。
二
二
歳
か
ら
一
二
年
間 
①
の
円
通
寺
で

修
行
し
た
。
ツ
バ
キ
は
、
彼
が
住
ん
だ
と
さ
れ
る
円
通
寺
の
覚
樹
庵

に
あ
る
。
②
の
浄
念
寺
は
、
真
宗
大
谷
派
。
良
寛
が
何
度
も
訪
れ
た

と
い
う
。
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
は
二
代
目
（
二
〇
一
〇
年
頃
植
樹
）。

三
、
お
手
植
え
僧
と
樹
種

　

先
の
二
章
で
は
、
お
手
植
え
を
し
た
高
僧
四
八
名
と
、
そ
の
伝
説

を
一
三
九
話
見
出
し
た
。
伝
説
上
、
最
初
に
お
手
植
え
を
し
た
の
は

行
基
。
伝
説
と
樹
木
数
が
最
も
多
い
の
は
空
海
（
二
六
話
、
一
一
樹
）、

次
い
で
蓮
如
（
一
二
話
、
七
樹
）、
行
基
（
一
〇
話
、
八
樹
）、
親
鸞

（
一
〇
話
、
五
樹
）
で
あ
る
。
四
八
名
の
う
ち
中
世
（
平
安
末
期
か
ら

室
町
時
代
）
の
高
僧
が
三
二
名
（
六
割
以
上
）
を
占
め
る
。
伝
説
の

木
は
高
僧
の
生
誕
地
と
来
訪
地
に
多
く
、
中
国
に
渡
っ
た
僧
（
最
澄
・

空
海
・
宗
叡
・
栄
西
・
円
爾
な
ど
）
が
持
ち
帰
り
植
え
た
と
伝
わ
る

木
（
サ
ラ
ノ
キ
・
コ
ウ
ヤ
マ
キ
・
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
・
イ
ブ
キ
な
ど
）
も

確
認
で
き
た
。
木
が
枯
れ
て
し
ま
っ
て
も
根
株
を
保
存
し
、
二
代
目

の
木
を
植
え
る
な
ど
、
木
と
伝
説
を
大
切
に
守
っ
て
き
た
様
子
が
窺

え
た
。

　

左
の
一
覧
1
は
、
四
八
名
の
僧
を
宗
派
別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ

る
。

一
覧
1　

宗
派
別
に
見
る
お
手
植
え
僧

　　
〈
宗
派
名
〉　　
　
〈
お
手
植
え
僧
〉

　
　
　

法
相
宗　

…
…　

行
基

　
　
　

華
厳
宗　

…
…　

良
弁　

明
恵

　
　
　

天
台
宗　

…
…　

最
澄　

最
仙　

円
仁　

天
海

　
　
　

真
言
宗　

…
…　

空
海　

宗
叡　

俊
寛　

実
弘　

宥
日

　
　
　

浄
土
宗　

…
…　

法
然　

弁
長　

良
如　

祐
全
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臨
済
宗　

…
…　

栄
西　

法
身
性
西　

円
爾　

孤
峰
覚
明　

夢
窓
疎
石　

元
翁
本
元　

寂
室
示
光　
　

本
禅
等
択　

一
休
宗
純　

沢
庵
宗
彭

　
　
　

浄
土
真
宗
…
…　

親
鸞　

明
空　

如
信　

覚
如　

綽
如　
　

蓮
如

　
　
　

真
言
律
宗
…
…　

叡
尊

　
　
　

曹
洞
宗　

…
…　

大
徹
宗
令　

雲
山　

臺
翁
寒
易　

淳
長　

良
寛

　
　
　

日
蓮
宗　

…
…　

日
蓮　

日
朗　

日
興　

日
印　

日
叡

　
　
　

黄
檗
宗　

…
…　

潮
音
道
海

　
　
　

修
験
道　

…
…　

泰
澄

　
　
　

そ
の
他　

…
…　

空
也　

西
行　

清
秀

　

日
本
に
大
き
な
宗
派
が
一
三
宗
あ
り
、
こ
の
う
ち
融
通
念
仏
宗
と

時
宗
を
除
く
一
一
の
宗
派
で
お
手
植
え
僧
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

最
澄
・
空
海
・
法
然
・
栄
西
・
親
鸞
・
叡
尊
・
日
蓮
は
各
々
、
宗
派

の
開
祖
で
あ
る
。
宗
派
の
中
で
は
臨
済
宗
の
高
僧
た
ち
に
最
も
多
く

の
お
手
植
え
伝
説
が
あ
る
。

　

宗
派
に
よ
り
お
手
植
え
僧
数
に
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
各
時
代
を

通
し
て
高
僧
に
お
手
植
え
伝
説
と
樹
木
が
伝
存
す
る
こ
と
は
、
高
僧

に
よ
る
お
手
植
え
行
為
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
り
、
歴
史
的
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
考
察

を
続
け
よ
う
。

　

高
僧
た
ち
は
、
ど
こ
に
何
の
木
を
植
え
た
だ
ろ
う
か
。
左
の
一
覧

（
は
、
上
記
調
査
に
基
づ
き
、
高
僧
が
植
え
た
樹
種
を
地
方
と
都
府

県
に
分
け
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
覧
2　

都
府
県
別
に
見
る
高
僧
が
植
え
た
樹
種

〈
東
北
地
方
〉

青
森
県　

イ
チ
ョ
ウ

岩
手
県　

サ
ル
ス
ベ
リ

宮
城
県　

カ
ヤ

秋
田
県　

カ
ヤ

山
形
県　

イ
チ
ョ
ウ　

カ
ツ
ラ　

マ
ツ

福
島
県　

サ
ク
ラ　

ヒ
ノ
キ

〈
関
東
地
方
〉

茨
城
県　

イ
チ
ョ
ウ　

カ
ヤ　

ヒ
イ
ラ
ギ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

栃
木
県　

コ
ウ
ヤ
マ
キ　

タ
ラ
ヨ
ウ　

ト
チ
ノ
キ

群
馬
県　

キ
ン
モ
ク
セ
イ

埼
玉
県　

カ
ヤ　

サ
ク
ラ　

シ
イ　

タ
ラ
ヨ
ウ　

フ
ジ　

マ
キ

青
森
県　

イ
チ
ョ
ウ

岩
手
県　

サ
ル
ス
ベ
リ

宮
城
県　

カ
ヤ

秋
田
県　

カ
ヤ

山
形
県　

イ
チ
ョ
ウ　

カ
ツ
ラ　

マ
ツ

福
島
県　

サ
ク
ラ　

ヒ
ノ
キ

茨
城
県　

イ
チ
ョ
ウ　

カ
ヤ　

ヒ
イ
ラ
ギ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

栃
木
県　

コ
ウ
ヤ
マ
キ　

タ
ラ
ヨ
ウ　

ト
チ
ノ
キ

群
馬
県　

キ
ン
モ
ク
セ
イ

埼
玉
県　

カ
ヤ　

サ
ク
ラ　

シ
イ　

タ
ラ
ヨ
ウ　

フ
ジ　

マ
キ



木
を
植
え
た
高
僧
た
ち
の
伝
説

二
一

千
葉
県　

イ
チ
ョ
ウ　

ウ
メ　

サ
ク
ラ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

東
京
都　

イ
チ
ョ
ウ

神
奈
川
県　

ソ
テ
ツ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

〈
中
部
地
方
〉

新
潟
県　

ウ
メ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

富
山
県　

ス
ギ　

マ
ツ

石
川
県　

ヒ
バ
（
サ
ワ
ラ
）　

マ
ツ

福
井
県　

ク
ロ
マ
ツ　

ス
ギ　

ス
ダ
ジ
イ　

ト
チ
ノ
キ　

マ
ツ

山
梨
県　

イ
チ
ョ
ウ　

サ
ク
ラ　

ス
ギ　

ト
チ
ノ
キ　
　
　
　
　

ビ
ャ
ク
シ
ン　

マ
ツ　

長
野
県　

ク
ロ
マ
ツ　

ス
ダ
ジ
イ　

岐
阜
県　

イ
チ
ョ
ウ　

ウ
メ　

ギ
ン
モ
ク
セ
イ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

静
岡
県　

イ
ブ
キ　

ス
ギ　

マ
ツ

愛
知
県　

イ
ヌ
マ
キ　

ク
ス
ノ
キ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ　

マ
ツ

〈
近
畿
地
方
〉

三
重
県　

ウ
メ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

滋
賀
県　

ウ
メ　

カ
エ
デ　

ギ
ン
モ
ク
セ
イ　

コ
ウ
ヤ
マ
キ　
　

サ
ラ
ノ
キ　

ス
ギ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ　

マ
キ　

マ
ツ

京
都
府　

イ
ブ
キ　

ウ
メ　

ク
ス
ノ
キ����

サ
ク
ラ　

ス
ギ　

ハ
ギ����

ボ
ダ
イ
ジ
ュ　

マ
ツ　

モ
ミ
ジ

千
葉
県　

イ
チ
ョ
ウ　

ウ
メ　

サ
ク
ラ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

東
京
都　

イ
チ
ョ
ウ

神
奈
川
県　

ソ
テ
ツ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

新
潟
県　

ウ
メ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

富
山
県　

ス
ギ　

マ
ツ

石
川
県　

ヒ
バ
（
サ
ワ
ラ
）　

マ
ツ

福
井
県　

ク
ロ
マ
ツ　

ス
ギ　

ス
ダ
ジ
イ　

ト
チ
ノ
キ　

マ
ツ

山
梨
県　

長
野
県　

ク
ロ
マ
ツ　

ス
ダ
ジ
イ　

岐
阜
県　

イ
チ
ョ
ウ　

ウ
メ　

ギ
ン
モ
ク
セ
イ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

静
岡
県　

イ
ブ
キ　

ス
ギ　

マ
ツ

愛
知
県　

イ
ヌ
マ
キ　

ク
ス
ノ
キ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ　

マ
ツ

三
重
県　

ウ
メ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

滋
賀
県　

京
都
府　

大
阪
府　

カ
エ
デ

兵
庫
県　

イ
ブ
キ　

マ
ツ　

ワ
ビ
ス
ケ
ツ
バ
キ

奈
良
県　

イ
チ
ョ
ウ　

ス
ギ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ　

ヤ
ナ
ギ

和
歌
山
県　

サ
ク
ラ　

ナ
ギ

〈
中
国
地
方
〉

島
根
県　

イ
チ
ョ
ウ　

サ
ク
ラ　

ス
ギ

岡
山
県　

イ
チ
ョ
ウ　

ス
ギ　

ツ
バ
キ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

〈
四
国
地
方
〉

徳
島
県　

イ
チ
ョ
ウ　

ス
ギ　

フ
ジ　

マ
ツ

香
川
県　

カ
ヤ　

ク
ス　

ソ
テ
ツ　

マ
ツ

愛
媛
県　

イ
ブ
キ
ビ
ャ
ク
シ
ン　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ　

マ
ツ

〈
九
州
地
方
〉

福
岡
県　

ク
ス
ノ
キ　

ナ
ギ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

長
崎
県　

ク
ス
ノ
キ

　

上
記
よ
り
、
お
手
植
え
伝
説
と
そ
の
樹
木
は
、
特
定
の
地
域
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
広
い
地
域
（
北
海
道
と
九
州
中
・
南
部
を
除
く
）

に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
う
ち
、
関
東
・
中
部
・
近
畿
地
方

と
、
滋
賀
県
、
京
都
府
に
や
や
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

次
に
、
木
を
植
え
た
場
所
に
注
目
す
る
と
、
一
三
九
件
の
う
ち
一

大
阪
府　

カ
エ
デ

兵
庫
県　

イ
ブ
キ　

マ
ツ　

ワ
ビ
ス
ケ
ツ
バ
キ

奈
良
県　

イ
チ
ョ
ウ　

ス
ギ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ　

ヤ
ナ
ギ

和
歌
山
県　

サ
ク
ラ　

ナ
ギ

島
根
県　

イ
チ
ョ
ウ　

サ
ク
ラ　

ス
ギ

岡
山
県　

イ
チ
ョ
ウ　

ス
ギ　

ツ
バ
キ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

徳
島
県　

イ
チ
ョ
ウ　

ス
ギ　

フ
ジ　

マ
ツ

香
川
県　

カ
ヤ　

ク
ス　

ソ
テ
ツ　

マ
ツ

愛
媛
県　

イ
ブ
キ
ビ
ャ
ク
シ
ン　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ　

マ
ツ

福
岡
県　

ク
ス
ノ
キ　

ナ
ギ　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

長
崎
県　

ク
ス
ノ
キ



國
文
學
論
叢
　
　
第
七
十
輯

二
二

二
五
件
が
寺
院
、
一
〇
件
が
神
社
、
そ
の
他
が
四
件
で
、
木
の
九
割

が
寺
院
に
植
え
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
寺
院

に
植
え
ら
れ
た
一
二
五
件
の
木
の
う
ち
半
数
以
上
が
、
そ
の
寺
を
開

山
・
開
基
、
再
興
・
中
興
し
た
僧
が
植
え
た
伝
説
を
持
つ
。
こ
れ
は

立
ち
木
が
、
寺
院
の
開
山
・
再
興
者
が
誰
な
の
か
を
伝
え
る
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
右
の
一
覧
2
か
ら
、
高
僧
の
お
手
植
え
樹
種
は
三
八
種（

（1
（

に
及

ぶ
こ
と
が
判
明
し
た
。
次
の
一
覧
3
は
、
そ
れ
を
多
い
も
の
順
に
七

位
ま
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
覧
3　

お
手
植
え
の
樹
種
と
件
数

　
　
　

1
位　

イ
チ
ョ
ウ　

…
…　

二
二
件

　
　
　

2
位　

マ
ツ　
　
　

…
…　

一
九
件

　
　
　

3
位　

ス
ギ　
　
　

…
…　

一
六
件

　
　
　

4
位　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ
…
…　

一
五
件

　
　
　

5
位　

サ
ク
ラ　
　

…
…　
　

九
件

　
　
　

6
位　

ウ
メ　
　
　

…
…　
　

七
件

　
　
　
　
　
　

ク
ス
ノ
キ　

…
…　
　

七
件

　
　
　

7
位　

カ
ヤ　
　
　

…
…　
　

五
件

　

高
僧
が
植
え
た
と
伝
わ
る
木
に
は
、
何
ら
か
の
意
味
や
目
的
が
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
右
に
挙
げ
た
各
々
の
木
の
特
徴（

（1
（

と
、
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
を
記
そ
う
。

　

イ
チ
ョ
ウ
は
現
在
、
寺
院
で
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
が
、
お
手
植

え
で
最
も
多
い
の
も
イ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。
最
も
早
い
お
手
植
え
事
例

は
、
行
基
で
あ
る
。
こ
の
木
は
、
強
風
で
幹
が
折
れ
て
も
焼
け
て
空

洞
に
な
っ
て
も
、
再
び
芽
吹
く
強
健
な
生
命
力
を
持
ち
、
木
も
落
ち

葉
も
水
分
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
燃
え
に
く
く
防
火
の
役
目
を
果
た

す
。
お
手
植
え
イ
チ
ョ
ウ
に
も
戦
火
・
火
災
・
災
害
を
く
ぐ
り
抜
け

て
き
た
木
が
あ
る
。
樹
高
が
高
く
な
り
、
イ
チ
ョ
ウ
が
あ
る
寺
院
は

遠
く
か
ら
で
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
チ
ョ
ウ
は
古
く
か
ら

寺
院
を
表
す
目
印
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幹

や
大
枝
か
ら
乳ち

ち

と
呼
ば
れ
る
円
錐
形
の
気
根
を
生
じ
、
そ
れ
が
安
産

や
子
育
て
信
仰
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
東
北
地
方
で
は
落
葉
す
る
と

根
雪
に
な
る
と
言
い
、
ま
た
ギ
ン
ナ
ン
に
命
を
救
わ
れ
た
話
も
伝
わ

り
、
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
人
々
の
生
活
に
と
け
込
ん
で
い
る
。

　

二
位
は
マ
ツ
。
マ
ツ
は
、
神
を
待
つ
・
祀
る
が
転
じ
た
語
で
神
が

宿
る
樹
と
さ
れ
る
。
色
名
に
千
歳
松
、
常
盤
松
が
あ
り
、
こ
れ
は
松

葉
の
よ
う
な
緑
色
の
こ
と
。
年
中
青
々
と
し
た
葉
を
つ
け
る
マ
ツ
は
、

不
変
と
不
老
長
寿
の
象
徴
で
あ
る
。
マ
ツ
を
最
初
に
お
手
植
え
し
た



木
を
植
え
た
高
僧
た
ち
の
伝
説

二
三

の
は
行
基
、
次
い
で
空
海
。
法
然
・
日
蓮
は
、
仏
教
の
末
永
い
繁
栄

を
祈
念
し
て
植
え
た
。

　

三
位
は
ス
ギ
。
ス
ギ
の
名
は
、
真
っ
直す

ぐ
な
木
に
由
来
す
る
。
北

は
青
森
か
ら
南
は
屋
久
島
ま
で
分
布
す
る
日
本
固
有
種
で
、
香
木
。

ス
ギ
を
最
初
に
植
え
た
の
は
行
基
、
次
い
で
泰
澄
。
最
澄
・
空
海
・

日
蓮
ら
は
、
祈
願
を
込
め
て
植
え
た
。

　

四
位
は
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
。
こ
の
木
を
最
初
に
植
え
た
の
も
行
基
、
次

い
で
空
海
。
宗
叡
・
栄
西
は
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
て
植
え
、
親
鸞
・

蓮
如
は
種
を
植
え
た
と
伝
わ
る
。
寺
院
に
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
を
植
え
た
の

は
、
釈
迦
が
こ
の
木
（
イ
ン
ド
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
＝
イ
ン
ド
原
産
の
ク
ワ

科
イ
チ
ジ
ク
属
の
常
緑
高
木
）
の
下
で
悟
り
を
開
い
た
こ
と
に
因
む
。

た
だ
し
日
本
で
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
と
い
え
ば
、
葉
の
形
が
イ
ン
ド
ボ
ダ
イ

ジ
ュ
に
似
て
い
る
、
中
国
原
産
の
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
（
シ
ナ
ノ
キ
属
の
落

葉
高
木
）
で
あ
る
。

　

五
位
は
サ
ク
ラ
。
最
初
に
お
手
植
え
を
し
た
の
は
西
行
。
日
蓮
は

母
の
蘇
生
記
念
、
夢
窓
疎
石
は
母
の
菩
提
を
弔
い
植
え
た
。
品
種
は
、

寿
命
が
長
い
エ
ド
ヒ
ガ
ン
が
多
い
。
お
手
植
え
木
の
中
に
は
、
現
在

も
農
作
業
の
開
始
を
知
ら
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　

六
位
は
ウ
メ
と
ク
ス
ノ
キ
。
ウ
メ
を
最
初
に
植
え
た
の
は
親
鸞
。

日
蓮
は
父
の
冥
福
を
祈
っ
て
植
え
た
。
ウ
メ
は
冬
に
花
を
咲
か
せ
る

た
め
、
マ
ツ
・
タ
ケ
と
並
び
め
で
た
い
木
と
さ
れ
る
。
刈
り
込
み
や

剪
定
に
強
い
が
、
実
を
植
え
て
育
て
る
の
は
難
し
く
、
開
花
に
は
挿

し
木
か
接
ぎ
木
に
よ
る
苗
作
り
が
必
要
。

　

ク
ス
ノ
キ
を
最
初
に
植
え
た
の
は
行
基
、
次
い
で
空
海
。
場
所
は

神
社
で
、
御
神
木
に
な
っ
て
い
る
。
ク
ス
ノ
キ
は
、
関
西
以
西
に
分

布
す
る
常
緑
高
木
。
暖
地
で
は
特
に
生
育
し
、
国
内
の
樹
木
の
中
で

最
大
級
。
香
木
で
、
材
と
葉
か
ら
樟
脳
（
防
虫
剤
の
成
分
）
が
得
ら

れ
、
虫
が
付
き
に
く
く
腐
朽
し
に
く
い
。
大
木
に
な
る
た
め
、
古
代

か
ら
建
造
物
や
船
材
、
仏
像
彫
刻
に
多
用
さ
れ
た
。

　

七
位
は
カ
ヤ
。
こ
れ
を
最
初
に
植
え
た
の
は
空
海
。
種
を
植
え
た

と
伝
わ
る
。
材
は
緻
密
で
光
沢
と
芳
香
が
あ
り
、
水
や
湿
気
に
強
く
、

古
く
か
ら
仏
像
彫
刻
や
建
築
材
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。
芳
香
は
虫
除

け
、
実
は
食
用
に
な
る
。

四
、
高
僧
が
植
え
た
木
と
木
彫
仏
の
樹
種
は
共
通
す
る

飛
鳥
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
木
彫
仏
の
樹
種

　

日
本
で
木
彫
仏
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
七
世
紀
以
降
。

七
世
紀
の
木
彫
仏
の
樹
種
は
ク
ス
ノ
キ
で
あ
っ
た
が
、
八
世
紀
に
カ

ヤ
へ
と
変
化
し
た（

（1
（

。
そ
の
理
由
は
、
中
国
の
唐
時
代
に
壇だ
ん

像ぞ
う

（
白ビ
ヤ
ク

檀ダ
ン
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な
ど
特
有
の
芳
香
が
あ
る
木
で
造
っ
た
像
）
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
だ
が
、
ビ
ャ
ク
ダ
ン
の
原
産
は
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
で
、
日

本
に
は
自
生
せ
ず
入
手
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
カ
ヤ
を
代
用
し
た
の

で
あ
る
。

　

多
く
の
樹
種
が
あ
る
中
で
、
木
彫
仏
が
黄ツ

楊ゲ

や
檀マ
ユ
ミ

な
ど
で
は
な
く
、

ク
ス
ノ
キ
や
カ
ヤ
で
造
ら
れ
た
こ
と
は
、
木
彫
仏
に
使
用
す
る
樹
種

（
御み

衣そ

木ぎ

）
に
決
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ク
ス
ノ
キ
と

カ
ヤ
は
常
緑
樹
で
樹
幹
が
大
き
く
育
ち
、
木
に
は
特
有
の
芳
香
が
あ

る
。
し
か
も
カ
ヤ
は
日
本
固
有
種
で
、
東
日
本
か
ら
九
州
に
天
然
分

布
し
、
材
は
緻
密
で
腐
り
に
く
い
。
ビ
ャ
ク
ダ
ン
は
、
彫
刻
用
と
し

て
は
材
が
小
さ
く
小
さ
な
像
し
か
作
れ
な
い
が
、
カ
ヤ
は
材
が
大
き

く
大
き
な
像
の
制
作
が
可
能
で
あ
る
。

　

大
阪
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
木
×
仏
像
―
飛
鳥
仏

か
ら
円
空
へ　

日
本
の
木
彫
仏
１
０
０
０
年
」（
平
成
二
九
年
）
は
、

七
世
紀
の
飛
鳥
仏
か
ら
江
戸
時
代
の
円
空
に
至
る
千
年
の
木
彫
仏
の

歴
史
を
辿
り
、
素
材
と
技
法
に
焦
点
を
あ
て
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
。

そ
の
展
観
図
録（

（1
（

の
解
説
文
か
ら
、
木
彫
仏
三
四
体
の
樹
種
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
以
下
に
、
時
代
ご
と
の
仏
像
数
と
樹
種
を
記
そ
う
。

　

飛
鳥
時
代
の
仏
像
二
体
は
ク
ス
ノ
キ
、
奈
良
時
代
の
三
体
は
カ
ヤ
、

平
安
時
代
の
一
五
体
は
カ
ヤ
・
ヒ
ノ
キ
・
セ
ン
ダ
ン
・
ケ
ヤ
キ
・
サ

ク
ラ
・
ビ
ャ
ク
ダ
ン
、
鎌
倉
時
代
の
九
体
は
ヒ
ノ
キ
・
カ
ヤ
・
サ
ク

ラ
・
マ
ツ
、
南
北
朝
時
代
の
一
体
は
ヒ
ノ
キ
、
江
戸
時
代
の
四
体
は

ヒ
ノ
キ
・
マ
ツ
で
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
、
一
覧

4
で
示
そ
う
。

一
覧
4　

飛
鳥
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
木
彫
仏
の
樹
種
と
仏
像
数

　
　

�

ヒ
ノ
キ　
　

一
八
体　
　
　
　
　

カ
ヤ　
　
　
　

六
体

　
　

ク
ス
ノ
キ　
　

二
体　
　
　
　
　

ケ
ヤ
キ　
　
　

二
体

　
　

�

サ
ク
ラ　
　
　

二
体　
　
　
　
　

マ
ツ　
　
　
　

二
体

　
　

セ
ン
ダ
ン　
　

一
体　
　
　
　
　

ビ
ャ
ク
ダ
ン　

一
体

　

右
の
一
覧
4
よ
り
、
飛
鳥
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
木
彫
仏
三
四
体

は
、
八
種
の
木
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の

う
ち
、
ケ
ヤ
キ
と
セ
ン
ダ
ン
、
ビ
ャ
ク
ダ
ン
を
除
く
樹
種
が
、
一
覧

2
・
3
で
示
し
た
、
高
僧
が
お
手
植
え
を
し
た
樹
種
と
共
通
す
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
高
僧
が
植
え
た
木
と
木
彫
仏
に
用
い
る
木
が
同

等
の
も
の
で
、
高
僧
が
植
え
た
木
は
仏
像
と
同
様
に
神
聖
な
も
の
で

あ
る
と
い
う
認
識
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

岐
阜
県
千
光
寺
の
立
木
仁
王
像
（
寺
や
仏
教
を
守
る
守
護
神
）
は
、

円
空
（
一
六
三
二
―
九
五
）
が
、
切
り
出
し
た
木
材
で
は
な
く
、
地



木
を
植
え
た
高
僧
た
ち
の
伝
説

二
五

面
に
生
え
た
ま
ま
の
立
ち
木
（
樹
種
は
栓セ
ン

のノ

木キ

＝
針ハ
リ

桐ギ
リ

と
さ
れ
る
）

に
彫
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。『
近
世
畸
人
伝
』
に
、
立
ち
木
に
梯
子
を

か
け
て
鉈な

た

を
振
る
い
仁
王
像
を
彫
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る（
（1
（

。
こ
の
事

例
は
、
立
ち
木
＝
神
仏
像
の
関
係
に
あ
り
、
立
ち
木
に
は
神
仏
が
宿
っ

て
お
り
、
そ
の
木
は
像
を
彫
る
に
ふ
さ
わ
し
い
神
聖
な
モ
ノ
と
す
る

認
識
が
表
れ
て
い
る
。

五
、
高
僧
は
な
ぜ
木
を
植
え
た
の
か

　

聖
な
る
木
を
伐
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、『
三
国
伝

記
』（
室
町
中
期
）
の
以
下
の
話
か
ら
窺
え
る（

（1
（

。
近
江
国
に
あ
る
栗
の

巨
樹
が
若
狭
国
ま
で
影
を
成
し
、
若
狭
国
で
は
田
畠
が
作
れ
ず
木
を

伐
る
の
だ
が
、
夜
の
う
ち
に
切
り
口
が
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
草
が
「
コ
ケ
ラ
（
栗
の
木
を
伐
っ
た
時
に
出
た
木
屑
）
を
火
に
焚

け
ば
よ
い
」
と
教
え
、
人
々
が
試
す
と
伐
り
倒
す
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
。
こ
れ
は
、
木
っ
端
や
木
の
削
り
屑
に
さ
え
木
の
霊
・
山
の
神

霊
が
宿
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
決
別
す
る
儀
式
（
火
に
よ
っ
て
他
界

に
送
り
再
生
を
期
す
）
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
開
発
優
先
の
社
会
に
お
い
て
多
く
の
樹
木
が
伐
採
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
、
次
の
史
料
か
ら
窺
え
る（

（1
（

。
仁
安
三
（
一
一
六
八
）

年
、
金
山
寺
（
岡
山
県
・
天
台
宗
）
は
備
前
国
留
守
所
に
、「
役
人
と

百
姓
ら
が
寺
内
の
樹
木
を
こ
と
ご
と
く
伐
採
し
て
用
い
る
の
で
、
樹

木
が
堂
舎
の
辺
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
仏
法
興
隆
、
御
願
成
就

の
た
め
木
を
伐
り
取
る
こ
と
を
禁
止
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、
ま
た

文
永
一
〇
（
一
二
七
三
）
年
に
西
明
寺
（
滋
賀
県
・
天
台
宗
）
は
関

白
家
政
所
下
文
で
、「
霊
木
伐
採
が
続
け
ば
、
野
火
に
対
し
て
樹
林
が

防
火
の
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
る
」
と
嘆
い
て
い
る
。

　

寺
院
は
、
開
発
進
行
に
対
し
て
伐
採
禁
止
を
強
く
打
ち
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
仏
教
勢
力
の
強
大
化
に
伴
っ
て
寺
院
を
建

立
し
、
そ
の
た
め
に
は
山
の
木
が
必
要
で
あ
っ
た
。
右
記
の
金
山
寺

は
「
寺
内
の
樹
木
は
仏
陀
荘
厳
、
神
明
厳
餝
の
料
で
あ
る
」
と
言
い
、

金
剛
寺
（
大
阪
府
・
真
言
宗
）
は
「
山
は
草
木
を
以
て
荘
と
為
し
…

草
木
無
く
ん
ば
則
ち
泥
丸
の
如
し
」、
弘
法
寺
（
岡
山
県
・
真
言
宗
）

は
「
寺
院
の
餝か

ざ
り

は
山
木
あ
る
を
以
て
宗
と
な
す
」
と
言
い
、
こ
こ
に

寺
院
側
の
樹
木
観
や
論
理
が
表
れ
て
い
る
。

　

史
料
に
あ
る
荘
は
荘
厳
、
つ
ま
り
飾
り
の
こ
と
。
仏
教
に
お
い
て

荘
厳
は
非
常
に
重
視
さ
れ
、
仏
身
を
宝
冠
・
装
身
具
・
瓔
珞
・
天
蓋
・

光
背
・
台
座
な
ど
で
飾
り
、
仏
殿
や
伽
藍
内
部
（
仏
が
坐
す
場
所
）

も
飾
っ
て
仏
国
土
を
表
現
し
た
。
寺
院
と
そ
の
周
辺
の
樹
木
は
、
こ

の
荘
厳
飾
り
の
延
長
上
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
包
摂
す
る
も
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の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
樹
木
を
神
仏
の
荘
厳
と
す
る
認

識
が
、
民
衆
た
ち
に
よ
る
開
発
と
伐
採
に
歯
止
め
を
か
け
る
力
と
し

て
強
く
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
、
興
福
寺
で
は
春
日
社
の
参
道
に
桜
と

柳
を
植
え
て
守
り
育
て
る
決
定
を
下
し
、
六
八
名
の
僧
が
署
名
し
て

い
る
。
室
町
時
代
に
は
、
学
僧
が
里
人
に
猿
沢
池
周
辺
に
松
な
ど
の

木
を
植
え
さ
せ
て
お
り
、
中
世
に
僧
主
導
に
よ
る
寺
社
の
荘
厳
化
・

聖
域
化
が
進
行
し
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
「
樹
根
掘
取
の

禁
」、
つ
ま
り
松
や
小
柴
な
ど
の
木
の
根
を
掘
る
こ
と
が
畿
内
近
国
に

限
ら
ず
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
文
禄
の
頃
、
豊
臣
秀
吉
は
方
広
寺
大
仏

殿
の
造
立
な
ど
で
大
量
の
樹
木
を
伐
採
し
た
が
、
一
方
で
は
大
仏
殿

の
周
り
を
松
で
飾
る
た
め
京
周
辺
の
大
社
寺
に
松
の
苗
木
を
育
て
る

よ
う
命
じ
て
い
る
。
天
竜
寺
は
三
万
本
の
苗
木
を
請
負
い
、
一
万
本

が
生
長
し
て
差
し
出
せ
る
こ
と
を
奉
行
所
に
伝
え
て
い
る
。

　

高
僧
は
、
寺
院
の
開
山
・
創
建
・
再
興
に
か
か
わ
る
。
寺
建
立
の

た
め
に
は
山
の
木
を
伐
り
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
木
を
伐

る
償
い
と
し
て
、
高
僧
た
ち
が
一
定
の
樹
木
を
植
え
る
義
務
を
負
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
枯こ

槁こ
う

と
い
う
現
象
に
注
目
し
て
お
き
た
い（
（1
（

。
こ
れ
は
、
草

木
が
枯
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
中
世
に
摂
津
国
の
大
社
・
広
田
社
を
は

じ
め
、
特
に
大
和
国
の
春
日
社
で
は
春
日
山
と
周
辺
の
木
が
何
千
本

も
枯
れ
た
。
人
々
は
、
山
木
枯
槁
を
神
の
怒
り
・
祟
り
の
現
れ
で
あ

り
、
神
が
な
だ
め
ら
れ
怒
り
が
解
け
る
と
青
葉
が
も
ど
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
た
。
樹
木
の
枯
れ
＝
異
常
事
態
＝
神
の
怒
り
の
表
明
で
あ

り
、
樹
木
の
青
々
と
し
た
繁
茂
＝
正
常
な
状
態
＝
神
の
平
穏
な
心
の

表
明
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

寺
社
に
木
を
植
え
る
こ
と
は
、
神
仏
が
降
り
立
つ
場
を
作
る
こ
と

で
あ
り
、
寺
社
と
周
辺
の
山
々
が
青
々
と
し
て
樹
木
が
茂
っ
て
い
る

こ
と
は
、
秩
序
と
平
和
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
高
僧
が
植
え
た
と
伝
わ

る
樹
齢
何
百
年
も
の
木
が
今
な
お
日
本
各
地
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る

の
は
、
僧
と
民
衆
が
神
仏
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
木
を
伐
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
を
残
す
形
で
開
発
を
進
め
て
行
っ
た

名
残
な
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

一
章
で
、
伝
説
上
初
め
て
お
手
植
え
を
し
た
の
は
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ

コ
ト
（
樹
種
は
ク
ス
ノ
キ
）
と
特
定
し
、
ま
た
鎌
倉
時
代
以
降
、
中

国
か
ら
種
や
苗
を
持
参
し
て
植
え
た
来
日
僧
の
存
在
も
明
ら
か
に
し



木
を
植
え
た
高
僧
た
ち
の
伝
説

二
七

た
。

　

二
章
で
は
、
文
献
や
寺
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
に
よ
り
、
お
手
植
え
伝
説
が
あ
る
高
僧
四
八
名
、
伝
説
一
三

九
話
、
彼
ら
が
植
え
た
と
伝
わ
る
樹
種
三
六
種
を
見
出
し
、
高
僧
と

木
、
そ
れ
を
植
え
た
場
所
の
関
係
を
探
っ
た
。
伝
説
上
最
初
に
お
手

植
え
を
し
た
僧
は
行
基
。
伝
説
と
樹
種
数
が
最
も
多
い
の
は
空
海
（
二

六
話
、
一
一
樹
種
）。
伝
説
の
木
は
僧
の
生
誕
地
と
来
訪
地
に
多
い
こ

と
、
中
国
か
ら
種
苗
を
持
ち
帰
り
植
え
た
留
学
僧
（
最
澄
・
空
海
・

宗
叡
な
ど
）
の
事
例
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

三
章
で
は
、
一
一
の
宗
派
で
お
手
植
え
僧
を
見
出
し
た
。
お
手
植

え
の
木
が
日
本
各
地
に
生
育
し
て
い
る
こ
と
、
植
え
た
場
所
は
ほ
ぼ

寺
院
で
、
そ
の
開
山
・
再
興
時
に
植
え
た
と
す
る
伝
説
が
大
半
を
占

め
る
こ
と
、
三
六
の
樹
種
の
う
ち
イ
チ
ョ
ウ
・
マ
ツ
・
ス
ギ
・
ボ
ダ

イ
ジ
ュ
が
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

四
章
で
は
、
高
僧
が
植
え
た
木
と
木
彫
仏
に
使
用
さ
れ
た
木
に
、

共
通
の
樹
種
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
立
ち
木
が
木
彫
仏
と
同
じ
聖
な

る
モ
ノ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

　

五
章
で
は
、
瀬
田
勝
哉
の
研
究
成
果
（
中
世
の
木
の
社
会
・
文
化

史
）
を
取
り
入
れ
、
高
僧
た
ち
が
木
を
植
え
た
伝
説
の
意
味
を
考
察

し
た
。
寺
社
と
そ
の
周
辺
に
木
を
植
え
る
こ
と
は
、
神
仏
が
降
り
立

つ
場
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
青
々
と
茂
っ
た
樹
木
は
、
神
仏
の
平
穏

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
寺
院
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
に

は
荘
厳
（
仏
像
や
仏
殿
を
厳
か
に
飾
る
も
の
）
の
役
割
が
あ
っ
た
こ

と
を
論
じ
た
。

　

高
僧
が
木
を
植
え
る
事
例
は
、
江
戸
時
代
に
減
り
明
治
時
代
以
降

は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
る（

（1
（

。
こ
れ
に
は
、
明
治
以
降
の
愛
林
・
植
樹
・

緑
化
運
動
の
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う（

（2
（

。
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に

「
学
校
樹
栽
日
」
が
定
め
ら
れ
、
学
校
林
の
設
置
や
造
林
が
重
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
四
四
年
に
「
植
樹
日
」、
昭
和
九
年
に
「
愛
林

日
」
が
定
め
ら
れ
、
同
一
三
年
に
は
国
家
行
事
と
な
っ
て
全
国
的
に

愛
林
運
動
が
展
開
し
た
。
戦
後
は
「
全
国
植
樹
・
育
樹
祭
」
と
名
を

変
え
て
天
皇
・
皇
后
が
参
加
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
古
代
か
ら
近
世

に
高
僧
主
導
に
よ
る
寺
院
周
辺
へ
の
植
樹
行
為
が
、
明
治
期
に
政
府

に
よ
っ
て
学
校
や
市
町
村
へ
と
移
り
、
現
在
の
植
樹
は
皇
族
が
主
導

と
な
っ
て
全
国
に
及
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

　
　

注
（
1
）	
徳
川
家
康
の
お
手
植
え
に
関
し
て
、
芦
川
美
帆
ほ
か
四
名
が
著
し

た
「
家
康
公
お
手
植
え
ミ
カ
ン
は
紀
州
ミ
カ
ン
な
の
か
―
ゲ
ノ
ム
分



國
文
學
論
叢
　
　
第
七
十
輯

二
八

析
で
謎
に
迫
る
」（『
生
物
の
科
学
遺
伝
』
エ
ヌ
・
テ
ィ
ー
エ
ス
、
二

〇
二
一
年
）
が
あ
る
。

（
2
）	
拙
稿
に
高
僧
の
生
誕
伝
説
を
考
察
し
た
「
高
僧
誕
生
の
し
る
し
―

古
代
か
ら
現
代
ま
で
続
く
偉
人
誕
生
の
ス
ト
ー
リ
ー
」（
龍
谷
大
学

『
国
文
学
論
叢
』
六
一
輯
、
二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
。

（
3
）	

高
僧
以
外
の
偉
人
た
ち
（
た
と
え
ば
楠
木
正
成
や
豊
臣
秀
吉
な
ど
）

の
お
手
植
え
伝
説
、
ま
た
高
僧
や
偉
人
の
「
杖つ

え

立た
て

伝
説
」
と
「
箸は
し

立た
て

伝
説
」（
所
持
し
た
杖
や
食
事
に
用
い
た
箸
を
地
面
に
挿
し
、
そ
れ
が

根
付
い
た
伝
説
と
樹
木
）
に
つ
い
て
は
別
稿
と
す
る
。

（
4
）	

伝
説
と
樹
木
は
、
以
下
の
文
献
か
ら
収
集
し
た
。
日
野
巌
『
植
物

怪
異
伝
説
新
考
』（
有
明
書
房
、
一
九
七
八
年
）、『
京
の
木　

歴
史
の

な
か
の
巨
木
名
木
』（
京
都
市
文
化
財
ブ
ッ
ク
ス
第
一
集
、
一
九
八
六

年
）、
武
村
俊
則
『
京
の
名
花
・
名
木
』（
淡
交
社
、
一
九
九
六
年
）、

渡
辺
典
博
『
巨
樹
・
巨
木
日
本
全
国
六
七
四
本
』（
山
と
渓
谷
社
、
一

九
九
九
年
）、
大
貫
茂
『
日
本
の
巨
樹
一
〇
〇
選
』（
淡
交
社
、
二
〇

〇
二
年
）、
渡
辺
弘
之
『
京
都
神
社
と
寺
院
の
森
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
、
二
〇
一
五
年
）。
ま
た
「
名
木
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
銘
木
総

研
株
式
会
社
、
二
〇
二
四
年
）
な
ど
も
参
照
し
た
。

（
5
）	

聖
徳
太
子
は
、
木
を
植
え
る
一
方
で
伐
採
も
し
た
伝
説
を
持
つ
。

京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
「
太
子
山
」
の
御
神
体
は
聖
徳
太
子
で
、
手
に

斧
を
持
つ
。
四
天
王
寺
建
立
の
た
め
自
ら
山
に
入
り
杉
を
伐
採
す
る

姿
で
あ
る
。

（
6
）	

上
記
の
他
に
、
オ
チ
ノ
ミ
コ
ト
（
ク
ス
ノ
キ
、
大
山
祇
神
社
・
愛

媛
県
）
や
景
行
天
皇
（
ク
ス
ノ
キ
、
福
岡
県
築
上
町
）、
日
本
武
尊

（
サ
ク
ラ
、
實
相
寺
・
山
梨
県
）、
応
神
天
皇
（
シ
ン
パ
ク
、
宝
生
院
・

香
川
県
）、
継
体
天
皇
（
サ
ク
ラ
、
岐
阜
県
本
巣
市
）
な
ど
、
日
本
神

話
に
登
場
す
る
神
や
古
代
の
天
皇
に
も
お
手
植
え
伝
説
と
そ
の
樹
木

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
7
）	

鶴
岡
八
幡
宮
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
は
、
源
実
朝
が
宋
か
ら
苗
を
取
り
寄

せ
て
植
え
た
も
の
と
伝
わ
る
。
実
朝
は
宋
に
憧
れ
、
渡
宋
す
る
た
め

の
大
型
木
造
船
を
建
造
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

（
8
）	

根
本
誠
二
『
行
基
伝
承
を
歩
く
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
参

照
。

（
9
）	

茨
城
県
筑
西
市
に
あ
る
最
仙
の
生
家
・
茶
花
家
の
案
内
板
に
よ
る
。

（
10
）	

坐
禅
の
様
子
は
、
絵
画
「
明
恵
上
人
樹
上
坐
禅
像
」（
国
宝
、
高
山

寺
蔵
）
で
知
ら
れ
る
。

（
11
）	

末
尾
に
「
高
僧
が
植
え
た
伝
説
が
あ
る
樹
木
一
覧
」
を
掲
載
し
た
。

（
12
）	

辻
井
達
一
『
日
本
の
樹
木
』（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九

五
年
）、
同
『
続
・
日
本
の
樹
木
』（
同
、
二
〇
〇
六
年
）、
渡
辺
一
夫

『
公
園
・
神
社
の
樹
木
』（
築
地
書
館
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
13
）	

金
子
啓
明
な
ど
著
『
仏
像
の
樹
種
か
ら
考
え
る
古
代
一
木
彫
像
の

謎
』（
東
京
美
術
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
14
）	
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
特
別
展　

木
×
仏
像
』
二
〇
一
七
年
に
よ

る
。



木
を
植
え
た
高
僧
た
ち
の
伝
説

二
九

（
（（
）
「
袈
裟
山
（
岐
阜
県
千
光
寺
）
に
も
立
ち
な
が
ら
の
枯
木
を
も
て
作

れ
る
二
王
あ
り
」
を
描
い
た
挿
図
に
よ
る
。
仁
王
像
は
、
一
五
〇
年

前
に
木
の
根
元
が
腐
朽
し
た
た
め
、
現
在
は
切
り
取
っ
て
円
空
仏
寺

宝
館
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）
瀬
田
勝
哉
編
『「
木
」
の
語
る
中
世
』（
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
別

冊
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）、
瀬
田
勝
哉
『
木
の
語
る
中
世
』

（
朝
日
選
書
六
六
四
、
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
（（
）
注
（
（（
）
に
同
じ
。

（
（（
）
注
（
（（
）
に
同
じ
。

（
（（
）
大
正
時
代
末
期
に
、
黄
檗
宗
萬
福
寺
の
僧
・
山
本
悦
心
（
一
八
七

五
│
一
九
五
八
）
が
、
中
国
の
黄
檗
山
か
ら
黄キ

檗ハ
ダ

の
種
を
取
り
寄
せ
、

発
芽
さ
せ
て
苗
木
を
植
え
た
事
例
が
知
ら
れ
る
。

（
（1
）
日
本
森
林
学
会
編
『
森
林
学
の
百
科
事
典
』（
丸
善
出
版
、
二
〇
二

一
年
）
参
照
。

高
僧
が
植
え
た
伝
説
が
あ
る
樹
木
一
覧

　
　

ア
行　

イ
チ
ョ
ウ
、
イ
ヌ
マ
キ
、
イ
ブ
キ
、
イ
ブ
キ
ビ
ャ
ク
シ

ン
、
ウ
メ

　
　

カ
行　

カ
エ
デ
、
カ
ツ
ラ
、
カ
ヤ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ギ
ン
モ
ク

セ
イ
、
ク
ス
ノ
キ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ

　
　

サ
行　

サ
ク
ラ
、
サ
ラ
ノ
キ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
、
サ
ワ
ラ
、
シ
イ
、

ス
ギ
、
ス
ダ
ジ
イ
、
ソ
テ
ツ

　
　

タ
行　

タ
ラ
ヨ
ウ
、
ツ
バ
キ
、
ト
チ
ノ
キ

　
　

ナ
行　

ナ
ギ

　
　

ハ
行　

ハ
ギ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ビ
ャ
ク
シ
ン
、
フ
ジ
、

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

　
　

マ
行　

マ
キ
、
マ
ツ
、
モ
ミ
ジ

　
　

ヤ
行　

ヤ
ナ
ギ

　
　

ワ
行　

ワ
ビ
ス
ケ
ツ
バ
キ

（
本
学
非
常
勤
講
師
）

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

高
僧　

お
手
植
え　

樹
木　

伝
説

ア
行　

カ
行　

サ
行　

タ
行　

タ
ラ
ヨ
ウ
、
ツ
バ
キ
、
ト
チ
ノ
キ

ナ
行　

ナ
ギ

ハ
行　

マ
行　

マ
キ
、
マ
ツ
、
モ
ミ
ジ

ヤ
行　

ヤ
ナ
ギ

ワ
行　

ワ
ビ
ス
ケ
ツ
バ
キ


